
第 1195雪第3種郵便物認可)昭和46年 7月30日(1950年 4月創刊~ 3 一・・・・圃圃'1全主主1998年 5月 10日〈日曜日〉)
 

-(
 

= 自然の色と昧を生かすうす〈ち = 
E⑧凶シマル醤油三

:、・" • '.I' . ! C:" . I 1 lt.，.' t" t 

- p竺fIIIIIIIe;夜、
[The Women's News， .lゆa
-

九

The wtomen's News，Jopon 
.. #" 

T紛 1J4per乍a.imisto')tZtll!'at，よ
pea，ce and equ4Uty .，汐btn
tltt! toin t 01 view o[ women. 

振替口座 00150-7-172320
(郵送料 、消費税込み ・前納)

月3回発行(10日、20日、30日)

購読料 1年 6，500円
干160-0023東京都新宿区西新宿3不 28宝幸西新宿ビル
電話 03-3343-1846刊 FAX 03-3348-1890 全国婦人新聞社発行所

白鳥時輔同 開帰 号静

本編は女性の視点で平和と平等を推進します

沖
縄
の
基
地
を
な
く
そ
う
!

|戦争立法つぶそう 4・~行動|
昨
年
決
定
さ
れ
た
日
米

・
新
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
伴
い
、
関
連
法
案
が
い
よ
い

よ
国
会
に
提
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
「
周
辺
事
態
法
」
、自
衛
隊
法
、
P

K

O
法
の
改
悪
、
有
事
A
C
S
A
(
物

品
役
務
相
互
提
供
協
定
)
の
締
結
な
ど

・
。
現
在
の
国
会
の
状
況
で
は
、
実
質

的
な
安
保
条
約
の
改
定
、
戦
争
協
力

・

民
間
動
員
の
た
め
の
法
案
が
あ
っ
と
い

う
聞
に
可
決

・
成
立
し
て
し
ま
っ
。

乙
の
危
険
な
動
き
に
n
侍
っ
た“

を

か
け
よ
う
と
、
四
月
二
十
九
日
、
東
京

・
代
々
木
公
園
野
外
音
楽
堂
で
は
、
市

民
ら
約
八
百
人
が
参
加
、
演
奏
&
発
一吉

&
デ
モ
で
訴
え
る
「
沖
縄
の
基
地
を
な

・44

演

wp

出

'
et
州

も

左んさ、/ソ。
レネ、

/レア

¥， 
演奏と踊 りで会場は盛り上がる

演奏&発言&
デモ
市
民
ら
八
百
人
参
加

く
せ

n
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
反
対
“

も
、
他
人
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
し
な
告
。
五
月
八
i
十
日
、
沖
縄
と
全
国
各

戦
争
立
法
つ
ぶ
そ
う
4
・
2
9
行
動
」

い

基

地
が
あ
る
」
と
歌
い
か
け
た
。

地
の
女
性
達
が
一
体
と
な
り
、
東
京
で

が
行
わ
れ
た
。
(
主
催

・
実
行
委
。

呼

ア
ピ
ー
ル
は
、
今
年
三
月
、
航
空
白
行
う
「
慈
埴
は
い
ら
な
い
!
女
た
ち
の

び
か
け
に
は
市
民
三
百
四
人
、
五
十
六
衛
隊
浜
松
基
地
に

H

空
飛
ぶ
司
令
塔
u

大
行
動
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

団

体

が

賛

同

)

と

一言
わ
れ
る
早
期
幾
戒
管
制
機
「
A
W

米
軍
の
元
海
兵
隊
員
で
、
少
女
暴
行

集
会
あ
い
さ
つ
を
し
た
、
太
田
武
二

A
C
S
」
が
二
機
配
備
さ
れ
、
基
地
反

事

件

を

機
に
米
兵
を
本
国
に
連
れ
戻
す

(
命
ど
っ
宝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
さ
ん
は
対
運
動
を
現
地
で
闘
う
「
N
O

A
W

迎
動
を
し
て
い
る
ア
レ
ン

・
ネ
ル
ソ
ン

「
九
五
年
九
月
、
沖
縄
で
の
米
兵
に
よ

A

C
S
の
会
」
八
人
の
メ
ン
バ
ー
と
、

さ
ん
は
、
ギ
タ
ー
を
片
手
に
登
場
。
「
沖

る
少
女
暴
行
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
時
大
野
京
子
(
名
護
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
に

糊
の
忍
砲
の
中
で
は
、
い
か
に
人
を
殺

代
を
変
え
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。
運
動
反
対
す
る
会
)
さ
ん
か
ら
。
す
か
を
教
え
て
い
る
。
私
達
は
戦
争
を

は

"す
べ
て
の
武
器
を
楽
器
に
変
え
よ

大
野
さ
ん
は
「
昨
十
二
月
、
名
護
市

も
う
支
持
し
な
い
と、

日
米
両
政
府
に

う
“
が
合
言
葉
。
支
配
者
の
歴
史
に
き
民
投
票
の
前
日
、
沖
縄
で
取
り
組
ま
れ

メ

ッ

セ

ー
ジ
を
突
き
つ
け
よ
う
」

よ
訴

っ
ち
り
け
じ
め
そ
っ
け
、
僕
ら
の
時
代

た

か道
ジ
ュ
ネ
l
u
(
パ
レ
ー
ド

)

は

笑

え

、
ブ
ル
ー
ス
を
一
曲
歌
っ
た
。

に
変
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
顔
で
和
や
か
。
そ
れ
で
い
て
参
加
者

の

後

半

は

、
こ
の
臼
の
参
加
ミ
ュ
l
ジ

鱒
h
A

円
に
沖
縄
出
身
の
歌
手

・
知
念
良
ソ
ン
と
し
た
姿
が
感
動
的
で
、
見
て
い
シ
ャ
ン
達
が
組
ん
で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

・

吉
さ
ん
が
登
場
、
「
私
達
の
心
の
中
に
る
人
々
の
心
を
強
く
動
か
し
た
」
と
報
バ
ン
ド
「
N
o
l
N
o
'
S
」
を
結

直
接
国
民
に
問
う
機
会
を
つ
く
る
べ
き

で
は
な
い
か
」
。

。
「
は
ば
た
け
憲
法
|
憲
法
を
私
た

ち
の
力
に
」
(
四
月

4

一十
五
日
午
後
、
中

央
大
学
駿
向
台
記
念
館
)
。自
由
法
曹
団

女
性
部
の
主
催
、
パ
ン
フ
「
窓
法
と
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
の
新
版
歩
出
版

し
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
開
会
挨
拶

で
杉
井
静
子
女
性
部
長
は
「
懲
法
の
す

ば
ら
し
さ
を
実
感
す
る
と
と
が
改
憲
の

動
き
を
止
め
る
乙
と
に
な
る
」
と
、
八

一年
、
八
九
年
と

一度
に
渡
っ
て
出
し

た
こ
の
パ
ン
フ
を
、
今
年
さ
ら
に
新
版

を
出
し
た
理
由
を
説
明
。

シ
ン
ポ
で
増
田
れ
い
子
さ
ん
(
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
)
は
戦
前
夫
が
新
裂
を
近

うする
.…5月3日を中心に各地で憲法関係の集会….

かつてない危機状況訴える

憲
法
記
念
日
の
五
月
三
目
。
こ
の
日
の
前
後
に
多
く
の
憲
法
関
係
の
集
会
か

開
か
れ
た
。
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
(
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)
の
間
違
法
案

が
国
会
に
提
出
さ
れ
る
と
い
う
事
態
の
な
か

n
か
つ
て
な
い
憲
法
の
危
機
的
状

況
“
を
訴
え
、
真
剣
に
憲
法
へ
の
思
い
が
語
ら
れ
た
。
ま
た
、
踏
み
に
じ
ら
れ

た
憲
法
の
状
況
が
も
っ
と
も
シ
じ
ア
に
出
て
い
る
沖
縄
の
状
況
と
か
ら
め
て
考

え
る
集
会
が
多
い
の
も
目
立
っ
た
。

。
一二
日
午
後
、
江
戸
東
京
博
物
館
ホ

ー
ル
で
聞
か
れ
た
「
関
私
と
癌
法
の
ひ

ろ
ば
1
平
和
が
、
人
権
が
危
な
い
!
憲

法
が
危
な
い
!
あ
な
た
は
ど
う
す

る
?
」
(
主
催

・
実
行
委
)
。
阪
神
大
田
災

被
害
者
か
ら
、
ゴ
ミ
処
分
場
反
対
闘
争

か
ら
、
盗
聴
法
反
対
や
民
法
改
正
を
す

す
め
る
市
民
運
動
か
ら
、
憲
法
が
踏
み

に
じ
ら
れ
て
い
る
現
状
の
報
告
が
。
元

ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
員

・
ア
レ
ン

・
ネ
ル

ソ
ン
さ
ん
は
、
人
殺
し
ば
か
り
を
教
え

ら
れ
た
自
分
の
箪
隊
経
験
を
語
り
「
私

た
ち
の
金
を
戦
争
の
た
め
に
使
わ
せ
な

新
崎
盛
聞

・
沖
縄
大
教
授
は
「
周
辺

事
態
法
案
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
も
は
や

嵐
法
が
存
在
す
る
と
思
守
え
な
い
状
況
。

閉
塞
状
祝
を
脱
す
る
た
め
に
安
保
へ
の

国
民
投
票
を
す
る
乙
と
を
提
案
す
る
。

私
た
ち
の
方
が
む
し
ろ
憲
法
や
安
保
を

成
。
会
場
参
加
者
と
も
ど
も

「ノ
l
!

ノ
i

!
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
大
合
唱
。

歌
と
踊
り
で
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

デ
モ
は
、
休
日
の
渋
谷
の
街
へ
線
り

出
し
、
作

ハ
l
メ
ル
ン
の
笛
吹
き
男
u

の
よ
う
に
、
若
者
を
、
夕
方
六
時
過
ぎ

か
ら
同
じ
会
場
で
行
わ
れ
る
第
二
部
集

会
へ
連
れ
て
来
よ
う
と
い
う
計
画
。
途

中
、
渋
谷

・
山
手
教
会
で
礼
拝
に
参
加

し
て
い
た
人
達
も
合
流
し
、
賑
や
か
な

デ
モ
と
な
っ
た
。

e置匪霊3・

戸
}憲法が危ない

rNOAWACSの会」が訴え

所
に
紹
介
す
る
の
に
「
留
守
番
が
参
り
連
休
は
、
結
局

ま
し
た
」
と
挨
拶
し
た
こ
と
を
地
域

女

原

稿

書

き

に

明

け

性
史
の
聞
き
書
き
か
ら
紹
介
o

w
留

守

暮

れ

て

し

ま

っ

番
“
で

な

ん

の

権

利

も

な

く

一

人

前

の

た

。
骨
休
み
に
テ

人
間
よ
認
め
ら
れ
て
な
か
っ
た
女
性
が
レ
ピ
で
も
と
思
っ

戦
後
、
憲
法
の
も
と
に
平
等
を
闘
い
取
た
が
さ
し
た
る
も

っ

て

き

た

こ

と

を

語

っ

た

。

の

が

な

い

。
結
局

水
島
朝
穂
さ
ん
(
早
稲
田
大
学
教
授
)
再
放
送
も
の
の
水

は
、
憲
法
は
五
十
年
た
っ
て
古
く
な
っ
一
木
し
げ
る
の
自
伝
を
も
と
に
し

た
と
い
う
言
に
「
古
く
な
っ
た
の
は
理
一
た
「
の
ん
の
ん
ば
あ
と
オ
レ
」

想
を
失
っ
た
現
実
主
義
者
。
五
十
一
歳
一
(
五
日
N
H
K
T
V
)
が
一
番
よ

の
憲
法
は
青
香
ま
っ
さ
か
り
だ
」
。そ
し
一
か
っ
た
V
こ
の
ド
ラ
マ
を
見
て

て
平
和
主
義
を
昨
年
の
エ
ル
サ
ル
パ
ド

一
い
て
、
ぁ
、
と
思
っ
た
こ
と
が

ル
の
選
挙
を
例
に
と
っ
て
説
明
。
「
選
一
あ
る
。
戦
前
の
家
や
道
の
照
明

挙
の
結
果
は
ゲ
リ
ラ
た
ち
の
統
-
連
合一

の
暗
さ
だ
。
広
い
座
敷
に
六
十

が
三
五
・
四
%
、
与
党
が
J
a

五
・J
一%
一
ワ
ッ
ト
く
ら
い
の
裸
電
球
ひ
と

だ
っ
た
。
0
・
一
%
の
勝
ち
は
天
の
配
一
つ
、
と
い
う
の
が
当
た
り
前
だ

剤
と
い
え
る
も
の
だ
っ
た
。
誰
か
と
協
一

っ
た
。
夜
な
べ
に
縫
い
物
を
す

調
し
な
け
れ
ば
政
権
を
と
れ
な
い
。
ゲ
一
る
と
き
、
女
た
ち
は
電
灯
を
下

リ
一
フ
は
銃
を
捨
て
立
憲
主
義
に
立
た
ざ
一
ま
で
下
ろ
し
手
元
を
照
ら
し

る
を
得
な
く
な
っ
た
。
憎
し
み
か
ら
平
一
た
。
夜
中
に
目
が
覚
め
ト
イ
レ

和
的
話
し
合
い
へ
。
こ
れ
こ
そ
日
本
国

一
に
行
く
時
の
怖
さ
は
忘
れ
ら
れ

憲
法
の
精
神
だ
。
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
は
一
な
い
V
ζ
の
暗
さ
の
な
か
で
人

ゲ
リ
ラ
を
合
法
政
党
と
み
な
し
て
前
進
一
間
と
妖
怪
が
共
存
し
た
の
だ
と

し
た
。
ペ
ル
l
は
ゲ
リ
ラ
を
皆
殺
し
に
一
思
っ
た
。
妖
怪
は
怖
い
が
、
の

し
、
憎
し
み
を
残
し
た
」

。

一

ん
の
ん
ば
あ
の
よ
う
な
妖
怪
に

沖
縄
に
つ
い
て

「伸
縄
の
女
性
た
ち
一
く
わ
し
い
年
寄
り
が
い
て
っ
き

は
動
ぜ
ず
運
動
を
つ
づ
け
て
い
る
。
女
一
あ
い
方
を
教
え
て
く
れ
る
と
そ

性
た
ち
が
大
田
知
事
を
支
え
、
誤
ら
ぬ
一
れ
な
り
に
紳
士
的
だ
。
お
先

選
択
を
と
ら
せ
て
い
る
」。「
な
ぜ
日
本
一
に
、
と
道
を
譲
る
と
さ
っ
さ
と

政
府
は
ア
メ
リ
カ
に
海
兵
隊
を
減
ら
一
前
に
行
き
消
え
て
く
れ
る
。
前

せ
、
と
言
え
な
い
の
か
。今
後
、
伸
純
は
一
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
も
乙
ち
ら

ワ
シ
ン
ト
ン
と
間
接
、
基
地
を
減
ら
せ
一
が
引
く
と
、
い
つ
の
間
に
か
道

と
交
渉
す
る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
に
も
一
が
あ
く。

な
ん
と
な
く
と
ぼ
け

良
識
あ
る
平
和
主
義
の
政
治
家
は
多
い
一
て
い
て
愛
婿
の
あ
る
水
木
さ
ん

の
だ
」
と
語
っ
た
。
一
の
妖
怪
の
ル
l
y
を
見
た
と
思

「
憲
法
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
一
っ
た
マ
今
、
家
も
道
も
真
夜
中

は
A
5
判
百
七
ペ
ー
ジ
。
六
百
五
十
一
で
も
明
る
い
。
盛
り
場
は
ど
こ

円
。
問
い
合
わ
せ
自
由
法
曹
団
女
性
一
も
η

百
万
ド
ル
の
夜
且
デ
だ
。
乙

部
回

ω・
3

8
1
4
・
3

9
7
1

一
れ
で
は
妖
怪
の
住
め
る
場
は
な

。
五
月
三
国
の
朝
日
新
聞
に
女
性
の
一
さ
そ
っ
だ
。
だ
が
ζ
れ
を
手
放

意
見
広
告
(
全
面
)
「
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
一
し
で
喜
ん
で
い
い
の
か
V
「東

が
掲
敵
さ
れ
た
。
広
告
を
見
て
、
自
分
て
尽
か
ら
福
岡
あ
た
り
ま
で
明
か

も
な
に
か
平
和
の
た
め
が
ん
ば
り
た
一
り
が
連
な
り
夜
間
な
の
に
光
で

い
、
と
い
ヨ
電
話
や
F
A
X
が
相
次
い
一
日
本
列
島
の
地
図
が
描
け
た
そ

で
い
る
。
今
年
一
月
、
女
性
有
志
百
四
一
つ
だ
(
向
井
さ
ん
、
若
田
さ
ん

人
が
「
女
性
が
声
を
上
げ
行
動
し、

憲
一
が
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
か
ら
み

法
9
条
を
守
り
戦
争
へ
の
道
を
ス
ト
ッ
一
た
光
景
)
。
日
本
の
夜
空
に
放
出

プ
し
よ
う」

と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
大
一
さ
れ
て
い
る
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

反
響
。
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
憲
法
記
一
電
力
料
金
に
換
算
し
て
二
百
四

念
日
の
広
告
を
訴
え
た
と
こ
ろ
全
国
か
一
十
億
円
に
上
る
と
い
う
。
こ
の

ら
カ
ン
パ
が
集
ま
り
こ
の
広
告
と
な
っ
一
種
の
電
力
の
無
駄
を
集
め
る
と

た
。
朝
日
新
聞
の
全
国
版
の
広
告
代
金
一
原
発
を
止
め
て
も
な
お
余
り
が

は
高
く
て
ま
だ
全
額
集
ま
っ
て
な
い
一
あ
る
の
で
は
」
(
青
森
の
「
放
射

が
、
六
月
末
の
支
払
日
ま
で
な
ん
と
か
一
能
か
ら
子
ど
も
を
守
る
母
親
の

が
ん
ば
っ
て
残
り
の
金
を
集
め
た
い
と
一
会
」

機
関
紙
か
ら
)
V
夜
が
暗

い
う
。
カ
ン
パ
は
、
郵
便
振
替
0
0
1
一
い
こ
ろ
人
聞
は
恐
れ
を
持
っ
て

2

0
・
6
・
1
8
4
7
3女
性
「
平
和
一
生
き
て
い
た
。
恐
れ
が
消
え

ア
ピ
ー
ル
」
賛
同
運
動
の
会
。
一
た
、
こ
れ
は
進
歩
だ
ろ
う
か
?

た
め
の
N
G
O
の
重
要
な
役

割
、
特
別
総
会
の
準
備
に
お
け

る
積
極
的
な
関
与
の
必
要
性
、

特
別
総
会
へ
の
貢
献
の
た
め
の

適
切
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
確

保
の
必
要
性
が
う
た
わ
れ
て
い

る
が
、
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

つ
い
て
は
ま
だ
情
報
は
な
い
。

総
会
で
新
会
長
に
山

本
和
代
さ
ん
を
選
出

社
団
法
人
大
学
婦
人
協
会

社
団
法
人
大
学
婦
人
協
会

は
、
四
月
五
日
の
全
国
総
会
で

新
会
長
に
山
本
和
代
さ
ん
を
選

任
し
た
(
前
会
長
の
丸
山
庸
子

さ
ん
は
任
期
満
了
で
退
任
)
。

事
務
所
も
左
記
に
移
転
し

た。
新
事
務
所
一T
削
l
o
o
1
7

東
京
都
新
宿
区
左
門
町
日
1

6
1
1
0
1

回

ω
・
3
3
5

8
・
2
8
8
2

回

ω・
3

3

5
8
・
2
8
8
9
。

「私と憲法のひろば」で歌と詩で訴える「多摩じまん」
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を
作
っ
た
の
。
冗
談
を
い
い
な
注
意
を
し
て
い
た
」
。
「
毎
日
の
本
人
だ
と
木
と
か
、
川
と
か
山

い
っ
ぱ
い
合
ん
で
い
る
の
」
。
イ
川
一
寸

」

が
ら
い
ろ
ん
な
形
を
作
っ
て
面
生
活
の
中
で
適
切
な
言
葉
を
選

と
か、

自
に
見
え
る
自
然
を
考
ン
デ
ィ
ア
ン
文
化
に
興
味
を
も
川
=
一寸

一

白
か
っ
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や

ん
で
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
教
え

を

え
ち
ゃ
う
け
ど
、
プ
エ
ブ
ロ
の
っ
て
い
る
千
夏
ち
ゃ
ん
は
そ
ん
川
=
L

日

一

っ
た
り
、

馬
に
乗
っ
た
り
、
近

な

感

想

を

伝

え

て

く

れ

た

。

盟

問

一

く
の
遺
跡
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
仔

見

「私
、
伺
も
し
ゃ
べ
れ
な
か
川
一
一
刻

一

を

〉

H
ニ

J
e

一

っ
た
り
、
ス
ー
パ
ー
に
質
い
物

ス

ち

っ
た
の
。
向
乙
う
の
人
が
す
と
川
ニ

〈

一

に
行
っ
た
り
、
自
分
の
家
に
い

ン
た

く
気
を
使
っ
て
く
れ
て
と
て
も
川
ニ

つ

一

る
み
た
い
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
出
来

ダ
も

親
切
こ
し
て
く
れ
た
。
別

れ

の

山

ぷ

一

に

ど

，

M

M

二

A
コ
一

か
子

と
き
、
お
礼
を
言
い
た
か
っ
た
山
一

汁

一

た
の

け
ど
、
ν
あ
り
が
と
っ
u
し
か
山

バソ
ニ

も

口

、

止一

}
二

ど
ブ

言
え
な
く
て
、

も
ど
か
し
く
、
川
ニ

者

一

子
工

悲
し
か
っ
た
」
と
言
っ
た
菜
穂
川
一
一
一
読

一

の
プ

子
ち
ゃ
ん
。
当
時
中
学
宅
年
生
川
二

十九

一

本
る

l
'

'

L

一
川同

一

日
れ

で
と
て
も
お
と
な
し
か
っ
た
。
川
ニ

ペソ

一

で
く
い
ま
、
関
東
学
院
大
学
の
英
文
川
二

づ

一

場
て

H
ニ

一

一

広
せ

科
に
通
っ
て
い
る
「
い
つ
か
川
一
一

ユ
一

も
う

一
度
、
お
礼
宣
言
い
に
プ
山
一

二

一

エ
ブ
ロ
に
行
き
た
い
」
と
語
っ
山
一

性

一

て

い

た

。

川

二

喰

一

グぷ掛主婦主審:万三=@浅葉和子

言
葉
の
通
じ
な
い
子
ど
も
た

ち
が
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ

ン
の
家
に
ボ
|
ム
ス
テ
イ
を
す

る
・・
。
果
し
て
ど
ん
な
と
と
に

な
る
だ
ろ
う
か
p
多
少
の
不
安

は
あ
っ
た
け
内
と
も
、
せ
っ
か

く
の
機
会
だ
か
ら
、
初
め
て
の

二
口
問
、
サ
ン

・
イ
ル
デ
ホ
ン

ソ
l・

プ
エ
ブ
口
、
サ
ン
タ

・

ク
ラ
ラ

・
プ
エ
ブ
ロ
の
家
庭
に

数
人
ず
つ
別
れ
て
ホ
1
ム
ス
テ

イ
を
す
る
ζ
と
に
な
っ
た
。

ポ
ア
ケ

・
プ
エ
ブ
ロ
の
草
原

の
広
場
で
、
イ
l
グ
ル
ダ
ン

ス
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ダ
ン
ス
を

見
学
。
広
場
で
野
球
や
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
を
し
て
思
い
切
り

自
由
に
遊
ん
だ
後
、
子
ど
も
た

ち
は
少
々
不
安
気
な
顔
を
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
の
迎
え
の
車
に
乗
り
、
別

れ
て
い
っ
た
。

が
で
き
た
よ
。
絵
を
い
っ
ぱ
い

描
い
て
お
話
し
た
の
」
。
「
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
の
子
ど
も
は
、
自
分

が
や
り
た
い
こ
と
は
ぜ
っ
た
い

や
る
っ
て
感
じ
が
し
た
。
」
。
小

た
」
。
「
夜
は
私
た
ち
に
部
塵
を

あ
け
て
く
れ
て
、
皆
は
テ
ン
ト

で
寝
て
く
れ
た
」
。
「
六
年
生
の

男
の
子
が
友
達
と
喧
嘩
を
し
て

怒
ら
れ
た
。
日
本
の
親
は
す
ぐ

頭
か
ら
怒
る
け
円
と
、
ま
ず
子

ど
も
の
話
を
良
く
聞
い
て
か
ら

自
然
に
対
す
る
心
が
大
き
い

初
め
て
の
ホ

l
ム
ス
テ
イ
で

二
日
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、

元
気
な
笑
顔
で
集
合
場
所
で
あ

る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

・
ア
ー
ト
ミ

ュ
l
ジ
ア
ム
に
帰
っ
て
き
た
。

「
す
と
l
く
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
言
葉
は
わ
か
ん
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
心
は
通
じ
あ
う
こ
と

学
校
三
年
生
の
し
ー
ち
ゃ
ん
は

日
焼
け
し
た
顔
で
語
っ
て
く
れ

た

「
全
く
知
ら
な
い
と
と
ろ
に

行
く
の
で
、
始
め
は
ち
ょ
っ
と

怖
か
っ
た
。
親
戚
の
人
も
来
て

皆
で
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
プ
レ
ッ
ド

¥

位M

M

崎

、

伝
え
て
い
る
感
じ
が
し
た」。

「
白
然
に
対
す
る
心
が
日
本

人
よ
り
す
と
く
大
き
い
の
。
日

人
達
の
自
然
は
、
大
地
、
地
球

そ
の
も
の
と
か
、
宇
宙
の
力
だ

と
か、

自
に
見
え
な
い
も
の
を

2
0
0
0
年
の
世
界

女
性
会
議
開
催
決
定

A
H
;

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
:
・食

ニ0
0
0年
の
世
界
女
性
会

議
が
六
月
五
日
か
ら
九
日
、
国

連
総
会
の
特
別
会
期
(
特
別
総

会
)
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決

定
し
た
。

外
務
省
人
権
難
民
課
の
発
表

資
料
に
よ
る
と
、
乙
の
会
議

は
、
北
京
「
行
動
綱
領
」
採
択

五
年
後
の
実
施
状
視
を
検
討
、

評
価
し
、
今
後
の
行
動
、
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
プ
を
検
討
す
る
た
め

の
ハ
イ
レ
ベ
ル

・
レ
ビ
ュ
ー
。

行
動
綱
領
実
施
の
際
の
障
害
と

そ
の
克
服
の
た
め
の
戦
略
に
焦

点
歩
あ
て
る
。

閉
会
議
の
準
備
は
、国
連
・婦

人
の
地
位
委
員
会
が
あ
た
る
。

な
お
、
N
G
O
に
つ
い
て

は、

「行
動
綱
領
」
の
実
施
の

A

年

D

凋

N

閣

O

脳

H
一
一引

を

一

ま

竺

時

市川
一
か

j
q

一
お

a

一

0

1

一
5

川

-6
金a.ツーリング・ネオ.こんなにも、走ることが気持ちいい.こんなにも、操ることが面白い.

セダンとしての優れた基本性能と、Il新テクノロジーの数々は、

ロングドライブにさらなる歓ぴをもたらすために麿かれた.ツーリング・ネオ、トルネオ.

その自由自在なドライピング感覚は、m闘置を重ねるほどに、あなたの心を解触する.トルネオ1
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「
ム
性
議
員
キ
芯
っ
と
掴
ゃ
そ
う
」
と
、
各
地
の
女
性
た
ち
が
ネ
y
ト
ワ
ー

ク
を
し
始
め
た
。
四
月
、
「
女
件
議
員
を
噌
や
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
し
な
の
』
」

つ
K
野
県
)
と
、
全
国
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
議
員
連
盟
は
、
ど
う
し
た
ら
女
性
候
補

者
を
期
や
し
、
当
選
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
具
体
的
な
戦
術
宇
謡
し
ム門

や
っ
と
、
東
京
で
交
流
会
を
持
っ
た
。
列
国
費
同
盟
の
女
性
国
会
議
員
比
率

ラ
ン
キ
ン
グ
で
位
界
門
三
十
間
的
、
先
進
国
中
煙
低
の
同
本
。
地
十
刀
議
会
の
比

寧
は
、
さ
ら
に
下
が
る
。
い
ま
だ
い
厚
い
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
壁
に
閉
ざ
さ
れ
た
日
本

の
政
治
を
変
え
よ
う
と
、

γ

誌
な
ん
A
性
た
ら
が
動
車
め
た
。

「
女
は
で
き
る
」
と
信
じ
て

〈日曜日〉

か
封
建
u
の
山
を
笑
つ

て
越
え
よ
う

長

野

×

東

京

、
女

性

ゼ

口

議

会

を

な

く

そ

う

1998年 5月 10日

政
織
を
得
て
バ
十
作
も
た
つ
の

に
、
な
ぜ
女
性
議
員
は
少
な
い

の
か
、
そ
の
理
由
や
品
川
]
聞
を
探

り
、
来
年
の
統
一
地
方
選
挙
で

は
、
地
万
議
会
の
約
六
割
に
も

上
る
女
性
議
員
ゼ
ロ
の
議
会
を

な
く
モ
う
と
話
し
合
っ
什
」

0

「
段
初
の
女
性
県
知
事
全
自

相
も
長
野
か
ら
」
と
、
大
き
な

目
標
を
掲
げ
て

「ネ
ッ
ト
ワ
l

ヲ
『
し
な
の
』
」
が
発
足
し
た
の

は
九
七
年
の
秋
。
以

J

初
三
十
人

ほ
ど
だ
勺
た
ゲ
ル
l
プ
は
、
A
，

や
四
'
U
人
ず
ヰ
く
に
ま
で
四
唱
え
、

県
内
を
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
る

ほ
ど
に
な
っ
た
。
陣
川
会
長
は

「
長
野
県
の
百
二
十
あ
る
市
町

村
議
会
に
段
低
一
人
以
上
の
議

白
を
山
し
、
近
い
将
来
は
三
分

の
こ
を
女
性
議
員
で
占
め
る
」

と
明
季
最
拶
。
長
野
県
の
女

性
議
員
の
現
状
は
、
県
議

一

名
。
区
議
会
六
%、
町
村
議
会

四
%
。
全
体
の
人
数
で
見
る
と

い
い
方
だ
が
、
h
A
性
議
員
ゼ
ロ

議
会
が
多
い
の
が
際
立
つ
。
し

か
も
、
議
員
令
体
が
高
船
化
し

て
い
る
。

「
ヤ
ン
グ
議
員
宇
戸
う
掴
や

す
」
で
、
小
枝
す
み
子一
千
代
田

町
円
識
が
「
二
十
七
歳
で
当
選
。

今=一
ー
一ニ
成
」
と
い
う
報
特

に
、
良
野
側
か
ら
「
ホ

y
」

と
い
う
一
声
が
漏
れ
た
。

小
枝
区
議
は
、
立
候
補
を
予

定
し
た
女
性
が
、
夫
に
選
挙
に

出
る
な
ら
離
婚
と
一
言
わ
れ
て
や

め
た
。
を
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
l

の
形
で
立
候
補
し
た
。

若
い
人
は
仕
事
や
子
育
℃
に

忙
し
く
政
治
に
然
関
心
の
よ
う

だ
が
、
問
題
意
織
は
持
っ
て
い

る
。
共
通
す
る
問
題
を
ど
う
損

り
起
こ
し
て
い
く
の
か
が
鍵
。

千
代
田
区
は
人
U
が
少
な
い
の

で
意
識
を
持
っ
た
仲
間
が
四
5

「
全
国
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
議
員

連
盟
」
(
代
表
H
中
国
京
・松

μ

市
議
、
作
出
啓
子
・小
平
巾

議
)
と
一長
野
川
聞
の
「
女
性
議
前

を
用
や
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
し

な
の
』
」
(
代
表
H
m
川
通
子
下

諏
訪
町
議
)
に
よ
る
「
女
性
議

日
を
地
ゃ
そ
う
!
交
続
会
」
は

四
月
五
円
、
東
京
・
新
宿
区
役

所
て
、
行
わ
れ
た
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月

。
円
(
資
料
代
等
)
主
檀
融
債

楠
慣
1
ッ
ト
ヲ
l
ク
園
田
・
3
2
3

7
・
0
2
1
7
阻
ω
・
3
2
3
7
・

+
ヒ
法
神
事
協
会
連
描

一園
田
・
3
同
円
川
川
崎
東
京
立
学
館
講
堂

2
2
5
・
1
0
2
0
(
日
本
国
際
法
(
世
苗
区
広
尾
)
「
広
島
の
心
を

掴

宰

協

会

)

伝

え

て

」

鼎

川

方

千

代

(

日

套

議

-
A
Y
年
非
行
朝
酒
と
A
Y
年
の
人
帽

古
ヰ
和
協
議
会
理
事
)
、
「
人
牛
は
い

日
H
ω
日
間
#
道
十
会
館
ク
つ
で
も
出
発
点
L

齢
木
喜
久
手
(
井

レ
オ
(
地
・
曹
が
聞
駅
R
l
出
口
す
謹
上
)
同
卒
韓
生
に
よ
る
講
泊
虫

ぐ
)
部
調
奥
平
原
弘
(
斑
京
大
で
同
月
ま
て
4
回
無
料
問
合
せ

名
一
日
教
慢
)
パ
ネ
企
」
ア
イ
ス
カ
ッ
町
知
大
総
務
個
0
4
2
7
・
開
・

シ
ョ
ン
開
平
直
弘
、
村
井
融
邦
(
一
l1
45

間
大
教
園
町
)
、
原
寿
雄
(
一
冗
共
同
通
信

・
あ
な
た
は
檀
う
フ
世
わ
な
い
?

網
捕
主
幹
)
、
坪
片
町
干
(
弁
護
士
)
低
用
量
ピル

地
問
合
せ
「
第
一
喫
京
弁
謹
上
全
日
日
川
は
時
骨
働
ス
ク
エ
ア
車

田
ω
・3
S
9
5
・
8
8
8
0
京
叩
号
事
(
地

・八
丁
堀
駅
)
話

-
圃
略
、
ン
シ
ポ
「
グ
ロー
バ
ル
な
芦
野
由
利
子
(
日
本
軍
脹
計
由
起

市
民
社
会
を
つ
く
ろ
う
，
」
盟
)
1
0
0
0
円
主
催
ふ
え

同
日
凶
日
時
四
分
東
京
い
き
い
み
ん
立
か

B
Zリ
ズ
困
ω
・
3

さ
ら
い
ふ
推
進
セ
ン
タ
ー
(
融
問
帽
4
0
2
・
3
2
3
8

駅
削
、
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
6
F
)

.
京
都
橘
古
子
大
牢
曹
の
公
開
セ

ピ
l
タ
・
F
・
ガ
イ

y
ナ
ミ
ナ
「
キ
ト
ラ
古
壇
・
高
松
理
吉

(
米
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
)
、
デ
ボ
ラ
・
置
を
解
明
す
る
」

A
・
マ
ク
グ
ラ
フ
リ
ン
(
米
・
ィ
ン
凶
口
ω
川
時
京
都
・桶
女
千
大

サ
イ
ツ

・イ
ン
・
ア
ク
シ
3

ン
所
学
措
順
最
輯
(
同
点
正
作
出
同
学
科

畏
)
出
期
料
刷
、
必
4

ロ
日
同
教
担
)
国
名
1
0
0
0
川
申

ま
で
問
合
せ
則
東
主
フ
ン
テ
ィ
込
み
同
K
岡田
0
7
5
・
5
7
4
・

ア
・
市
民
再
嗣
セ
ン
タ
ー
咽
ω
・3
4
1
4
6

2
3
5
・
1
1
7
1

・
出
光
頁
子
か
九
と
く
と
悟
る
タ

-
東
京
古
学
館
劃
立
1
1
0
周
年
ベ
「
加
曹
、
古
田
子
で
し
ょ
，
」

・
新
檀
書
落
成
記
章
構
潤
合
同
H
凶
時
時
加
分
東
京
ウ
ィ
メ

1998年 5月 10日〈日曜日〉

-
不
安
の
増
殖
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
肩
理は

日
凶
H
時
お
茶
の
水
ス
ク
エ

ア
C
館
3
暗
ホ
ー
ル
辺
見
庸
(
作

宮
)
離
料
間
合
せ
ァ
お
茶
の
広

岡
苗
館
周
ω
・
3
2
9
4
・
2
2
6

6
 ・

園
瞭
シ
ン
ポ
「
引
世
紀
の
平
和

と
理
壇
問
阻
を
唱
え
る
l
|
米
軍
基

地
を
か
か
え
る
国
々
で
は
」

日
日
闘
は
時
沖
縄
・
宜
野
潤
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
加
は

米
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
プ
エ
ル
ト
リ

コ
、
パ
ナ
マ
、
パ
ラ
才
、
グ
ア
ム
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
イ
う
ク
の
活
動
語
ら

無
料
開
、
44ι

所
定
用
紙
に
記

入
皿
0
9
8
・
8
6
7
・
5
1
5

9、

四
0
9
8
・
o
n
6
9
・
1
4
4

3
雫
催
沖
嗣
平
和
醐
境
求
ッ
ト

ワ
l
ク

-
間
基
量
判
1
審
判
捷
型
車
帽
宙

里
会同

日
制
問
時
シ
ニ
ア
・
ワ
l
ク

璽
京
弓
F
(
J
R
・置
間
柄
川
分
、

ホ
テ
ル
・
エ
ド
モ
ン
ト
購
)
輯
椅

山
広
晴
太
(
骨
準
士
)
1
0
0

-

8

7

 

・
田
舎
の
手
で
輔
争
祖
曹
輔
の
真

相
究
明
掴
査
会
を
，

同
日
同
日
時
出
掛
院
簡
2
議
員

虫
館
第
1
虫
謡
寄
発
園
育
見
韮

刷
(
中
央
大
教
慢
)
、
情
石
敬
子
(
神

神
川
↑
八
世
侵
)
他
地
方
で
の
活
動

報
告
、
国
企
揖
凪
あ
い
さ
つ
他
王

催
、
職
能
処
聞
の
立
法
を
求
め
る
法

律
寵
・有
輯
省
の
A面
回
・
3
2
6

5
・6
0
7
1
、
戦
争
一
世
害
調
査
会

法
を
実
現
す
る
市
民
会
騒
回
ω
・
3

2

2

6

・

;

-
園
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
米
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
ア
ジ
ア
、
太
平
津

に
お
け
る
平
和
の
劃
量

凶
ロ
山
叩
同
i
凶
時
日
本
教
育

会
館
8
F
(
地
・神
保
町
駅
2
分
)

問
題
提
起
「
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
反
対
す
る
H
I
の
市
民
の
週

酎
l
開
四
回
拍
(
早
大
教
慣
)
、
「
斑

北
ア
ジ
ア
非
陪
地
帯
綱
相
」
池
田
直

規
(
弁
護
上
)
、
各
国
か
ら
比
、
巾

困
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ

ア
3
0
0
0
円
主
曜
日
京
民

( 3 ) 

五
人
集
ま
h
刊
は
選
挙
は
た
た
か

え
る
が
、

「一

人
で
は
も
議
会

は
変
わ
ら
な
い
。
多
く
の
ぷ
件

が
山
川
な
く
て
は
」
と
一高
う。

女
性
議
白
を
ど
う
削
や
す

か
。
民
く
続
い
た
回
目
の
地
盤
、

右
辰
、
か
ぱ
ん
選
挙
の
中
で
女

性
が
た
た
か
い
抜
く
こ
と
は
並

λ
抵
の
こ
と
で
な
い
。

上
井
節
子
回
無
市
議
は
「
私

が
二
期
目
の
時
、
同
じ
立
国
出
グ

ル
ー
プ
の
巾
か
ら
も
う
一
人
出

そ
っ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
上
、
同
じ
南
町
仲
間
が

ク
ラ
ブ
生
協
を
母
体
に
し
た
ネ

y
ト
か
ら
立
候
補
す
る
ζ
と
に

必
っ
た
。
表
簡
は
一
つ
巴
の
た

た
か
い
だ
っ
た
が
、
「
こ
れ
を

乗
り
切
れ
た
の
は
、
選
挙
迎
到

に
入
る
前
、
足
の
引
っ
張
り
合

い
だ
け
は
や
め
4
っ
と
一
-
人
で

じ
っ
く
り
語

K
1た
こ
と
」
。

「
選
挙
に
川
る
目
的
は
、
女
性

議
員
を
胞
や
し
、
町
の
政
治
を

変
え
る
こ
と
。
足
の
引
っ
張
り

合
い
は
男
性
候
補
を
宮
ほ
什
各

だ
け
」
と
い
う
認
識
宇
応
援
し

て
く
れ
る
人
に
も
徹
底
さ
せ

た
。
=
人
と
も
上
位
で
当
選

し
、
選
挙
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
応

援
団
と
の
つ
な
が

nポ
で
き
、

幅
と
胞
が
広
が
っ
「
」
。

現
在
、
間
無
市
は
二
1
四
議

員
中
女
性
が
八
名
で
、
女
性
の

政
治
進
出
は
全
国
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
。
庄
副
議
長
も
女
性
。
友

性
議
員
が
m
-
え
て
政
治
が
変
わ

っ
た
。
ハ
コ
モ
ノ
政
治
か
ら
福

祉
の
政
治
へ
。
福
祉
費
は
上
木

運
動
の
実
現
、

質
の
一

・
五
倍
、
予
算
の
一
期
全
国
に
は
議
員
を
出
そ
う
と
す

宇

通

え

る

。

る

ゲ

ル

ド

プ

や

実

刀

を

つ

け

る

長
野
側
か
ら
「
町
村
で
は
ほ
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ス
ク
!

と
ん
ど
顔
を
知
っ
て
い
る
し
、

ル
が
十
以
上
あ
り
、
今
も
摺
え

同
じ
部
落
か
ら
男
性
が
出
て
い
て
い
る
が
、
そ
の
支
援
に
会
員

る
と
、
何
で
女
が
出
る
の
か
と
が
講
師
で
出
向
い
て
い
る
。

-
わ
れ
る
」
と
封
建
的
で
、
m
世
話
人
の
中
嶋
里
美
さ
ん
は

帽
・
地
縁
の
し
が
ら
み
が
あ
る
「
ま
ず
女
性
は
経
済
力
を
つ

中
で
、
主
性
が
出
で
い
く
難
し
け
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
盛
る

さ
が
訴
え
ら
れ
た
。
た
め
の
訓
練
が
必
要
。
一
二
O
%

「回
無
市
の
結
合
、
期
外
出
刷
の
日
銀
を
達
成
さ
せ
る
た
め

券
売
り
場
誘
致
反
対
で
母
親
た
に
、
来
年
の
選
拶
で

一
O
%
の

ち
が
超
党
派
で
立
ち
上
が
り
、
上
台
づ
く
り
を
し
た
い
」
と
底

政
柏
を
変
え
る
Fあ
に
広
性
が
欲
を
示
し
た
。
「
山
形
に
講
師

必
要
だ
と
実
感
し
た
こ
と
が
始
で
行
っ
た
時
、
禦
雰
れ
と
言

ま
り
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
F
Z
~
け
で
な
く
金
(
カ
ン
パ
)

た
め
に
議
会
に
広
性
が
い
な
い
号
、
れ
と
い
う
の
か
。
金
は
候

と
だ
め
と
い
う
方
向
か
ら
攻
め
納
者
が
出
す
も
ん
だ
と
昌
わ
れ

て
は

ο
」
(
士
井
市
議
)
。
た
。
こ
の
現
実
を
ど
-
フ
櫨
す
か

〈
帝
国
の
女
性
の
議
回
の
出
め
一
緒
に
考
え
よ
う
」
と
。

る
割
合
は
、
県
警

・
一
二
%
、
交
流
会
「
ほ
中
西
珠
子
一
削
安

市
区
議
七

・
九

%
、
町
村
議
二
院
議
員
も
参
加
し
、
「
生
絹
と

・
九
%
(
別
表
)
。
全
国
フ
ェ
ミ
直
結
し
た
地
方
議
会
に
こ
そ
女

ニ
ス
ト
議
員
連
闘
は
、
九
二
年
性
の
視
点
が
必
蚕
。
女
性
が
エ

の
設
立
以
来
「
全
て
の
議
会
に
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
し
て
ど
ん
ど

最
低
一
一
一
O
%
の
女
性
議
員
を
」
ん
議
会
へ
出
て
欲
し
い
。
こ
れ

と
、
女
性
議
員
ゼ
ロ
議
会
を
な
か
ら
私
は
そ
の
お
手
伝
い
を
し

く
す
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。
た
い
」
と
述
べ
た
。
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L
1
ト
l
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ド
l
l
「
l
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l
「
l
「
L
l
L
U
A
M

一ノ

ニ

ド

一ク
一f
-y
一ダ
↑国

ア
一国
一ス
一本
一
F
U

一デ

三

ノ

一
ニ
ノ

一
一
一

円
一一

J
一

一
I
F

国
一
一一
ト
一一一フ
一千
一/
一イ
一ナ
一

円
一一

ン
一

一

敗

一~
し
一

J

一/
一ラ
一
一
一

ス
一一
-フ
一

一
清
バ

=ノ
J

一
イ
一、
一
一
一
一

二

一一

一主
、，

一ル
ノ
一7
一デ
一才
一ド
一力
一革

全

米

一7
一日
一
動
汐

到
リ
江
口
口
斗
斗
D
H
u
-司
副
明

順
一

;
一，
、一
二

!
一1
一2
一2
一3
一5
一6
-u
一
切
と

さ
れ
た
。
若
い
一
一
十
代
、
一
一
一
十
一
中
」
で
も
「
卜
名
程
度
が
受
講

代
の
女
性
が
た
く
さ
ん
出
席
し
一
生
の
中
か
ら
山
る
」
(
山
梨
)
と

て
い
る
乙
と
も
心
強
か
っ
た
」
一
い
う
力
強
い
回
答
も
。
他
の
グ

「
(
低
迷
の
時
期
と
一
再
わ
れ
℃
い
一
ル
l
ブ
は
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て

る
)
今
の
方
が

K
性
の
問
題
は
一
推
郎

・
候
補
者
舟
正
立
て
た
り
、

や
り
や
す
い
と
思
う
。
政
策
と
一
選
挙
運
動
は
し
な
い
が
、
メ
ン

法
律
宇
結
び
つ
け
℃
女
性
の
思
一
パ
ー
や
講
座
受
講
者
が
個
人
の

い
を
実
現
し
た
い
。
一
O
一
O
一
立
場
で
立
候
補
。
愛
知
で
は

一

年
ま
で
に
マ
ド
ン
ナ
で
は
な
い
一
人
容
院
選
に
出
馬
。

η
女
性
と
政
治
の
季
節
“
の
時
一
③

7

候
補
者
は
ど
の
よ
う
に

代
に
し
た
い
」
と
一
百
う
。

一
選
ぶ
か
。

群
馬
県
の
選
挙
区
で
は
、
大

一

グ
ル
ー
プ
と
し
て
一
候
補
者
を

学
教
白
の
山
崎
紫
生
さ
ん
が
規

一立
て
る
と
ζ
ろ
で
は
、

「
ジ
ェ

職
の
ま
ま
で
非
同
民

・
非
共
産

一ン
ダ
I
の
観
点
者
霞
策
に
生
か

で
立
候
補
。
円
本
婦
人
有
継
者

一
廿
V
9
人
、
女
性
問
題
解
決
の
た

同
盟
の
忘
年
会
で
市
民
か
ら
出

一
め
の
活
動
を
し
て
い
る
人
」
「
市

て
欲
し
い
と
要
踏
を
受
け
た
一
民
団
体
的
な
活
動
を
し
て
い
る

が
、
休
職
が
か
な
わ
ず
、
一
度
一
グ
ル
ー
プ
な
ど
か
ら
幅
広
く
」
、

は
断
念
。
だ
が
、
現
職
の
女
性
一
「
活
訪
の
伸
問
、
周
、
必
か
ら
選

市
議
、
村
議
の
要
望
で
決
意
。
一
び
連
信
委
員
会
で
決
定
」
「
政
策

二
一
月
程
木
を
迎
え
よ
っ
ζ
い
う
一
が
一
致
す
る
人
」
「
出
た
い
人
よ

時
だ
っ
た
。
保
守
・
群
馬
で
山
一
り
出
し
た
い
人
を
、
が
基
本
だ

崎
さ
ん
は
、
実
に
三
十
三
缶
ぷ
一
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
を
持

と
し
た
女
性
た
ち
だ
。
り
の
女
性
立
候
補
者
。
「
既
成
一
ち
利
害
に
介
昆
わ
れ
ず
、
住
民

夫
婦
別
姓
の
実
現
や
、
婚
外
の
地
盤
、
看
板
、
か
ぱ
ん
が
な
一
の
戸
が
反
映
さ
れ
る
政
治
実
現

子
差
別
撤
廃
な
ど
民
法
改
正
聞
く
て
白
も
で
き
る
こ
と
を
見
せ
る
一
の
た
め
、
金
の
か
か
ら
な
い
選

題
に
取
り
組
ん
で
き
た
弁
護
士
た
め
に
も
出
る
こ
と
に
意
義
が
一
挙
を
す
る
女
性
な
ら
山
た
い
人

の
福
島
瑞
穂
さ
ん
は
、
比
例
区
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。
一
で
も
選
ぶ
。
会
員

・
セ
ミ
ナ
ー

'
で
社
民
党
の
名
簿
に
名
を
迎
必
市
民
の
た
め
の
、
市
民
に
よ
一
参
加
者
を
優
先
対
象
に
す
る
」
。

酌
る
。
彼
女
が
立
候
補
を
決
恵
じ
る
、
市
民
の
政
治
、
普
通
の
人
一
。
候
補
者
に
対
す
る
サ
ボ

刷
た
の
は
、
別
姓
実
現
を
働
き
か
が
埠
茄
で
き
る
の
が
政
治
だ
と
一
l
ト
障
制
は
つ

相
け
る
た
め
に
二
年
間
に
わ
た
り
思
-
7
と
い
う
山
崎
さ
ん
の
、
進
一
グ
ル
ー
プ
で
候
補
者
を
出

相
国
会
で
ロ
ビ
l
覇
を
し
て
来
挙
運
動
の
方
法
は
勝
手
秀
子
、
出
さ
な
い
に
か
か
わ
ら

J

た
経
験
か
ら
。

「法
案
作
り
も
式
。
候
補
者
を
出
す
の
も
、
政

一ず
、
「
講
座
」

で

請
す
る
こ

か
十
数
年
前
か
ら
し
て
い
る
の
策
作
り
も
市
民
が
そ
の
プ
ロ
セ
一
と
国
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

右
に
、
岩
現
し
な
い
。
国
会
に
出
ス
に
関
わ
っ
て
い
く
や
り
方
。
↑
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
。
椛
問
者

凡
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
と
思
っ
た
」
。
ま
識
で
も
参
加
で
さ
る
「
市
民
の

一
壁
画
さ
な
い
と
こ
ろ
で
も
、
個

ゆ
た
、
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
会
」
で
政
策
な
ど
を
話
し
合
人
的
に
応
援
に
駆
け
つ
け
る
ケ

晴
爺
聴
法
の
動
き
に
「
平
和
憲
法
う
。

「保
守
の
地
織
で
も
、
変
l
ス
が
多
い
。
来
年
の
統
一

地

創
を
守
主
い
一
心
」
で
、
と
い
わ
り
つ
つ
あ
る
時
代
の
流
れ
を
方
選
の
た
め
に
、
特
別
に

「女

の
う
。

「実
は
、
地
方
で
行
わ
れ
感
じ
ま
す
。
政
治
参
幽
へ
の
新
性
を
議
会
に
・'
H
O
W
T
O

相
て
い
る
議
員
温
す
た
め
の
パ
た
な
ル
l
ト
を
聞
く
チ
ャ
ン
ス
護
」
害
つ
愛
知
で
は
、
九

「
ツ
ク
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
で
励
ま
だ
と
思
勺
て
い
ま
す
」
。
月
に
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
選

選
手
4

2

3

2
富
喜
嘉
言
語
Z

Z
語
2

9

2

2詰
Z
3
2
3
3
/
3
2
z
g
挙
直
前
に
市
民
派

・
ん
民
性
議
員

本
紙
で
は
、
女
性
を
議
会
に
件
参
画
研
究
会
・
さ
が
」
(
佐
全

μで
立
候
補
決
意
表
明
。
「
鰐

送
り
出
す
た
め
パ
ッ
ク

・
ア
ッ
賀
)
、
「
女
厄
議
事
不
や
す
ネ
想
選
挙
の
理
念
で
推
薦
会
を
結

プ
講
照
を
開
く
な
ど
の
活
動
を
ッ
ト
ワ
1
ク
『
し
な
の
』
」
(
良
成
、
カ
ン
パ

・
募
金
集
め
を
戸
付

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
、
①
参
野
)
、
「
は
ち
ま
ん
か
民
政
ネ
ァ
い
選
挙
を
進
め
る
」
(
高
知
)
、

議
院
選
挙
、
来
年
の
統
一
地
方
ト
」
(
滋
賀
)
、
「
女
性
を
議
会
に
「
資
金
、
政
策
な
ど
を
ボ
う
ン

選
挙
で
、
候
補
者
や
推
問
者
が

・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」
(
静
テ
ィ
ア
の
立
侵
グ
ル
ー
プ
を
組

い
る
か
、
②
止
し
の
選
び
方
、
③
岡
)
、
「
女
性
と
政
治
パ
ッ
ク
織
し
サ
ポ
ー
ト
」
(
新
潟
)
、
「
く

候
術
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
お
か
や
ま
実
る
l
ぷ
の
核
と
な
る
メ
ン
バ
ー

制
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
行
委
員
会
」
(
岡
山
)
、
「
乙

国
政
の
場
で

拓
け
!
新
し
い
時
代
の
ル

l
ト

普

通

の

人

の

政

治

で

、

女

性

の

恩

い

具

体

化

へ

七
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
議

員
選
挙
。
政
治
離
れ
が
声
高
に

一
言
わ
れ
る
一
方
で
、
自
ら
一
政
策

(
作
家
)
、今
泉
文
子
(
映
画

川

地
を
本
士
に
移
転
し
、
本
土

監
需
)
他
。

山

の
人
た
ち
に
も
抑
制
の
人
の

ー
映
映
両

「鬼
す
ベ
」

川

痛
み
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た

「入
閣
の
片
ん
で
い
る
島
」

川

4
月
間
目
、
東
京

・
飯

田

い

」

ι耳目
う
。
名
護
市
は
、

「科
学
す
る
心

・
中
谷
宇
吉

川

橋

で

開

か

れ

た

、

沖

縄

の

基

海

上

ヘ

リ

ポ

ー

ト

建

設

に

反

郎
の
世
界
」
「
民
正
粘
菌
の
佐

川

地

問

題

を

考

え

る

集

会

に

参

対

・
賛
成
で
市
民
が
割
れ
て

活
史
」
「現
代
し
よ
う
ゆ
草

川

加

し

た

。

い

る

。

「

同

じ

市

民

同

士

醜

幻

年

の

歴

史

を

持

つ

「

湯

梢

」「
に
っ
ぽ
ん
津
食
物
語
」

川

容

一

宮

者

は

新

崎

盛

陣

(

沖

い

争

い

を

し

て

い

る

乙

と

に

川

布

院

映

画

祭

」

は

、

映

画

祭

「

ル

イ

ズ

そ

の

旅

立

ち

」

「夢

川

綱

大

教

綬

)

、

知

花

洋

子

(

反

耐

え

ら

れ

な

い

、

こ

ん

な

連

川

の

パ

イ

オ

ニ

ア

と

し

て

全

国

窓

庭

と

の

語

ら

い

」「ム
カ

川

戦
地
主
・
知
花
昌

一
さ

ん

の

動

は

早

く

終

わ

り

に

し

た

い

川

に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

こ

シ

が

き

た

」

「

い

ち

む

同

盟

」

山

パ

ー

ト

ナ

ー

)

、

石

川

真

空

と

掛

っ

て

い

る

よ

F

Z

ι

。

押

川

に
ま
た
ひ
と
つ
映
両
祭
が
誕

「海
と
お
月
さ
ま
た
ち
」
「牧

山

(

カ

メ

ラ

マ

ン

)

さ

ん

ら

。

縄

の

人

は

、

本

土

に

出

か

け

川

生
し
た
。
文
化
、
教
育
、
科

野

物

詣

・

延

長

編

」

川

新

崎

さ

ん

は

、

日

米

安

保

て

雫

地

の

売

り

込

み

を

し

た

山

学

、

記

録

映

画

の

た

め

の

「

ゆ

問

い

合

わ

せ

よ

同

実

行

委

山

条

約

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

に

つ

方

が

い

い

と

思

う

」

と

話

川

ふ

い

ん

え

化

記

録

映

画

祭

」

員

会

・
大
分
事
務
局
四

品

川

い
て
、

「

円

本

主

ヂ

委

す

。

石

川

さ

ん

の

書

『

神

川

だ

。
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山
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軍
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的
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と
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抽

め
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祭
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、
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川

閥

、

公

共

団

陣

や

民

間

も

合

併

刊

)

に

は

、

多

く

の

￥

呉

川
こ
し
と
い
う
思
惑
を
超
え
て

恥

yt
L興
雌

山

め

て

協

力

し

な

け

れ

ば

な

ら

と

共

に

、

重

問

事

闘

う

川
映
向
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の
も
の
の
映
画
祭
と
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園
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し

て

内

ち

、

町

は

小

さ

な

組

一

品
凶
闘
開
廷
画
引
い
胎
園
川

れ

た

も

の

で

、

米

軍

基

地

を

ュ

メ

ン

ト

タ

ッ

チ

で

描

か

れ

青
年
劇
場

H

真

珠

の

首

飾

り

好

平

毒
の
お
客
さ
ん
直
後
ま

川

泉
地
か
ら
年
間
4
1
万
人

悩

g
R幽

川

辺
「
豊
中

2
2に
℃

い

セ

i

z

=

阿

古
を
く
れ
て
、
大
変
泉

川

も

の

人

が

霊

長

光

地

へ

可

S
罰

輔

副

・

川

こ

だ

わ

っ

て

い

る

の

は

臼

本

抑

制

の

日

常

的

な

乙

と

ベ

ア

テ

さ

ん

が

し
い
。
警
に
込
め
ら
れ
た

川

と

変

化

。

臼

衛

隊

の

駐

車

川

j

笥

凶

・

山

政

府

の

方

。

固

ま

条

約

を

、

本

土

の

人

た

ち

は

ほ

と

町

議

山

入

り

自

寅

fizz-った
町

は

、

蓄

の

演

習

一

嶋

一義

園

田

川

は
、
重
を
沖
縄
に

押

し

込

ん

ど

知

ら

さ

過

む

し

て

い

一升

1
ノ
t
dU
H
語
H

に
、
こ
の
H
后
ま
っ
長

川

も

れ

わ

れ

る

十

地

に

な

っ

て

広

司

函

・

・

圃

剛

山

め
て
成
立
し
℃
い
る
」
と

解

る

。
マ
ス
コ
ミ
の
ニ
ュ
ー
ス

ま
劇
場
は
4
月
公
演
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
め
て
卜
さ
い
」
と
あ
い
さ

川

し

ま

え

必

穐

祖

国

川

説。

「
マ
ス
コ

ミ

の

記

者

の

で

も

話

題

に

し

な

い

姿

勢

は

し
て
、
新
宿

・
話
困
層
サ
こ
の
公
演
を
見
る
た
め
っ
、
大
き
な
荊

Z浴
び

川

乙

Eた
変

化

の

巾

に

あ

体

μ
hM掴
細

川

中

に

は

、

基

地

や

安

保

条

約

問

題

だ

と

思

っ

。

同

じ

日

本

ザ
ン
シ
ア
タ
ー
ほ
か
で
、
円
に
、
ベ
ア
テ

・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ペ
終
日
凶
後
は
入
口
で
サ
イ

山

っ
て
、
次
の
時
代
へ
の
町
づ
同
阿

川

河

防

除

陸

回

目

同

倒

閣

阿

国

両

凶

判

阿

凶

岡

阿

国

川

に

つ

い

て

き

ち

ん

と

知

識

を

人

と

し

て

沖

一

制

の

こ

と

を

知

京
国
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丞
ノ
ド
を
GH
Q
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ド
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ニ
ュ
l
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サ
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を
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持
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て
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い

人

が

多

い

こ

る

努

力

を

し

、
共
に
閥
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こ

の
側
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描
く
「
真
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の
首
ヨ
l
ク
か
ら
ι
『
雪
d

よ
来
日
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し
、
出
場
者
世
1THば
せ
た
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川

'

ら
、

「か

な

か

わ

女

性

会

が

、
カ
イ
ロ
や
北
京
の
状
mm

役
員
。

川

と
が
問
題
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と
話

し

た
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と

が

大

切

だ

と

感

じ

た
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知

飾
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」
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ェ
l
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ぎ
B
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判
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ウ
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ェ

ル
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i
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。
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ェ
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t
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は
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え
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よ
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に
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た
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哲
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っ
て
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時
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演
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ー
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一
き
ん
や
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輔
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コ
ン
タ
ク
ト
パ
l
o
l

(
号
、
図
ω

3

4

川

と

い

う

。

「

八

年

間

S

E

L

f

る

」

と

い

つ

笠

宮

敏

的

民
間
人
と
し
て
GH
Q
反
政
に
の
飛
び
入
り
出
演
。
、
観
符
和
や
か
に
歓
議
。

川

4
胃
寸
，
.

4

・a

論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
ソ
ン
、
か
な
が
わ

K
性

会

議

0

7
・
7
9
2
2
(
北
京
J

川

ぷ
日
の
丸
裁
判
も
支
緩
占
と
お
年
間
、
押
縦
を
限
り
続
だ
っ
た
。

μ員
に
加
わ
り
、
人

権

主

義

か

せ

映
画
館
で
上
映
さ
れ
な
い
良
質
な
映
画

に
光
り
当
て
よ
り
多
く
の
人
の
目
に

内

11 

く
り
や
生
き
ト
刀
を
と
つ
進
め

て
い
け
ば
い
い
の
か
。
教
育

や
自
然
の
在
り
方
は
ー
ー
。

こ
れ
ら
を
眼
画
の
上
映
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
償
索

し
た
い
と
言
う
。

し
か
し
、
決
し
て
啓
安

的
、
教
育
的
、
政
情
的
な
も

の
で
は
な
く
業
し
い
映
画
祭

を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
自
に
触
れ
る
機
会
の
少

ン
ズ
プ
ラ
ザ
・
ホ
ル
上
限
「
加

山
、
女
の
了
で
し
ょ
，
一
ト
l
ク

町
一
光
同
芋
(
明
臨
作
家
)
〉
〈
朱
弘

(存
H
中
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

1
0
0
0
門
要
予
約
申
込
み

図
凶
・
3
7
2
7
・
5
4
5
4

(
小
袖
山
)

-
自
鼎
琉

「化
粧
水
づ
く
り
」
と

「
白
煙
染
拍
」
の
ワ
l
ク
ン
ヨ
y
プ

げ
日
川
日
時
女
の
ス
ペ
ー
ス

お
ん
(
札
明
市
中
央
区
北
l
墨
)

決
定
の
場
に
参
画
し
な
け
れ
ば

何
も
長
わ
ら
な
い
と
、
h
M
を
つ

け
て
き
た
女
性
た
ち
が
立
候
補

償制 脳)市川"男筏配念会聞べ(1995年 e月 1臼現在〉と自治省f地方公失団体白岡吉田醐員及u隻田所属
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な
い
良
質
な
映
画
に
光
を
当

亡
、
よ
的
多
く
の
人
た
ち
に

ふ
れ
る
塁
に
し
た
い
乙
昌

う。
〈
内
容
〉

5
月
ω
u
ω
、
引
円
附

湯
布
院
町
中
央
公
民
館
ゲ

ス
ト
予
定
一
寺
脇
研
(
文
部

省
生
雇
学
問
課
長
)
、
野
村
正

昭
(
映
画
評
論
家
)
、
上
本
典

昭
(
映
両
際
世
)
、
松
下
竜
一

7
2
 

・
チ
ェ
チ
F
/
の
そ
の
撞
と
知
ら

れ
ざ
る
ロ
シ
ア
白
内
情

同
日
同
同
時
新
宿
区
立
女
性
情

報
セ
ン
タ
ー
(
地
・
晴
帽
駅
2
分
)

話

ー寺
沢
潤
陀
(
H
本
山
妙
法

守
)
訓
円
レ
催
・
問ムロせ
r

あ

む
ら
車
開
同
困
問
・
3
3
5
4
・
3

9
4
1
 

.
会
社
を
見
切
る
と
き

・
見
切
ら

れ
る
と
き
1
企
輔
の
リ
ス
ト
ラ

・倒

講
師
車
由
佳
手
材
料
白
ρ
E
3

0
0
0
円
間
角
せ
「
お
ん
圃
o
l

-
-
6
2
2
・
6
4
0
4

-
今
、
な
ぜ

「新
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
な
の
庁

げ
白
川
口
時
ω
分
回
黒
区
弘
田

辺
住
区
セ
ン
タ
ー
(
J
H
A
・
目
黒
駅

8
分
、
H
の
丸
自
動
車
敢
胃
所
削
)

講
師
同
巷
一
彦
(
キ
ャ
ッ
チ
ピ

ー
ス
直
営
萎
員
)
叩
円
間
合
せ

骨
ザ
脅
曲
ω
・
3
4
9
0
・
8
5

産
へ
の
対
応

旧
H
出
、
お
日
出
苗
同
時
初
分

品
川
区

・
南
部
骨
政
会
館
(
十
八
井
町

駅
)
盟
庄
阜
商
(
升
謙
士
)
印

名
(
申
込
順
〕
申
込
?
間
内
せ

品
川
骨
政
事
甜
所
・
出
川
園
教
両
係

園
田
・
3
7
7
4
・
6
6
6
6園
ω

・
3
7
7
4
・
6
6
1
1

-
な
に
庁
お
か
し
い
ぞ
'
J
R
-

E
デ
オ
上
世
と
職
場
か
ら
の
報
告

初
日
岡
山
崎
初
分
中
野
ゼ
口
視

#
決
め
て
い
る
。
夫
や
親
の
地

盤
ポ
ほ
事
¥
長
い
市
民
運
蛎

の
積
み
歯
石
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

ジェンダーの視点を政治に

、ワタシ出る人、ワタシ推す入、

聴
覚
ホ
ー
ル
(
中
野
駅
南
口
5
分
)

ビ
デ
オ
「
輔
副
監
視
J
R
ペ
ン

デ
ィ
ン
グ
職
場
か
ら
の
情
晶
」
、
話

高
久
両
(
国
持
)
明
門
間
合
せ

ピ
」
ア
オ
プ
レ
ス
掴
ω
・
3
5
3
0

・
8
8
8
8
(
松
原
)

-
こ
れ
で
い
い
の
フ
女
性
と
年
金

引
円
同
同
時
す
み
だ
タ
件
セ
ン

タ
ー
(
京
国
・
押
上
駅
5
分
)
講

田
塩
田
幌
千
(
高
崎
担
問
↑
八
散

慢
)
離
料
問
合
せ
?
同
セ
ン
タ

ー
四
ω
・
5
6
0
8
・

1
7
1
1

.
宜
と
男
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

・
やさ

し
く
牢
ぷ
女
性
問
盟

引
H
1
7
月
9
日
(
全
8
回
)
吾

ゆ
時
日
野
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー

軍
l
田
川
講
義
と
奇
F
Kロ
い
「
見
直

し
て
み
よ
う
『
ど
と
『

E
」
出

出
費
子
(
揖
西
国
際
大
非
常
勤
講

師
)
群
」
¥
は
同
女
性
セ
ン
タ
ー

回
0
4
2
・
5
8
4
・
2
7
3
3

・
輯
潤
と
肘
輪
圃
聖
書

辺
日
幽
凶
時
却
計
千
代
田
区
立

神
保
町
阿
民
会
館
(
園
田
・
3
2
6

3
・
0
7
4
l
)
「
ア
ジ
ア
へ
の

匝
円
相
輸
出
」
堀
口
邦
r
T
(
ノl一一ユ

ク
ス
ア
ジ
7
7
f
ラ
ム
)
、
「
山
県

臨
地
雷
主
国
高
の
危
険
性
」
神
戸
大

ハ

ッ

ク

ア

ッ
プ

運

動

グ

ル

ー

プ

に

ア

ン

ケ

ー

ト

学
右
帽
克
彦
粒
岨
埋
め
見
解
と
科
枝
芹

・通
産
省
の
見
解
書
加
者
か
ら
の

テ
l
マ
四
円
問
合
せ
ー
い
ろ
り

は
た
金
聾
幽
ω
・
3
2
3
8
・
9
0

3
5
 

・
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
パ
イ
オ
レ

シ
ス
親
し
い
面
向
性
が
ら
の
畢
力
3

な
ぜ
宜
た
ち
は
遁
げ
な
い
の
か
?
過

げ
ら
れ
な
い
の
か
3
そ
の
社
畠
的
要

因
と
心
理
的
要
因

勾
日
凶
旧
時
羽
分
盟
島
氏
揖
女

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
-
エ
ホ
y
ク
刊

問
題
提
起
白
一
円
輔
柑
望
(
酔
唱

・

パ
l
ス
短
大
敢
闘
)
、
世
田
あ
い
下

(
中
都
議
槽
極
研
究
所
研
究
函
)
醐

円
問
合
せ

i

日
輩
出
問
人
問
題
思
話

虫
畑
&
@
ω
・
3
3
7
0
・
3
6
6

2
(駒
野
)

-
国
連
か
ら
の
レ
ポ
ト
3
ど
う

な
る
宜
性
の
幅
制
。
，

羽
田
凶
日
時
加
分
フ
ォ
l
う
ム

ょ
こ
は
ま
会
議
室
l

塑
守
-m清

白
出
国
連
肱
童
話
3
署
員
会
開
皆
川

杉
轟
良
子
(
国
迎
総
会
日
本
政
府
代

表
代
理
)
②
げ
・
ぽ
回
国
連
女
子
再

別
撤
廃
語
同
会
報
告
H
昨
樺
ギ
、
4
7

(
同
吾
画
会
蚕
@
⑨
必
田
園
詩

人
白
地
位
委
出
金
柑
告
日
目
鼎
位
チ
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場協
『人

聞

は

、
自

ら

の

進

化

を

選

択

で

き

る

可

能

性

を

も

っ
た

地

球

よ

で

は

じ

め

て

の

生

物

だ

と

言

え

ま

す

。

つ

ま

り

、
わ

た

し

た

ち

の

こ

れ

か

ら

を

決

め

る

の

は

ま

さ

に

、
私

た

ち

自

身

の

行

動

に

か

か

っ
て

い

る

と

思

い

ま

す

。』

株式会紅ワホヲ

人

間

の

将

来

を

決

め

る

大

き

な

ヒ

ン

ト

は

、

私

た

ち

自

身

の

な

か

に

あ

る

と

と

ら

え

る

ノ

ー

ベ

ル

賞

受

賞

学

者

利

根

川

進

博

士

。

快

適

で

安

全

な

生

活

環

境

の

整

備

か

ら

、

地
同
時
鏡
模
の
環
境
保
全
技
術
ま
で
、

I~リI)t) t'l

幅

広

い

分

野

で

社

会

の

基

盤

づ

く

り

に

取

り

組

む

ク

ボ

タ
も
、

人

間

と

地

球

の

、
確

か

な

未

来

の

実

現

の

た

め

に

英

知

と

妓

術

を

結

集

し

、
貢

献

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

た
と
思
う
し
、
上
地
の
問
題

に
つ
い
て
傍
観
者
で
は
な
く

自
主
的
に
か
か
わ
り
た
い
と

思
主
品
う
に
ほ
っ
た
」
「
抑
制

の
甚
砲
の
問
題
は
本
土
の
人

パルファム.........2Qmi11.9001"1 
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(
同
吾
且
開
会
H
本
代
表
)
訴
調
「
同
い
る
の
か
E
3

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
白
祖
点

連
崩
人
の
地
位
萎
画
会
ほ
年
を
め
ぐ
で
軍
聾
を
解
く
1

っ
て
」
H
'
旬
属
国
寓
r
T
(
同
番
口
4
E
M
円
同
時
時
四
分
帝
国
府
女
性

閉
H
本
代
占
)
1
0
0
0
円
性
能
向
セ
ン
タ
上
野
千
鶴
子
{
東

曽
川
包
申
込
み
・
間
合
せ
「
固
酷
大
粒
担
)
要
予
約
(
凶
H
ま
で
に

女
性
の
地
包
囲
A
函
ω
・
5
9
0
5
電
話
か
Y
A
Xで
)
申
込
み
・
問

・
0
3
6
5
色
せ
よ
京
都
府
女
性
セ
ン
タ
ー
m
0

・
R
壇
汚
接
と
古
性
7
5
・
6
9
2
・
3
4
3
品
w
u
7

n日
凶
川
時
里
-
一
民
ヴ
ィ
メ
ン
ズ
5
・
6
9
2
・
3
4
3
6

プ
ラ
ザ
・
ホ
!
ル
講
師
輔
置
礼

・
田
ピ
1
ス
サ
イ
ク
ル
軍
事
桔
威

子
(
環
境
問
題
研
究
軍
)
、
増
田
れ
い
揖
畠

子
(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
照
料
巾
自
己
州
市
時
却
分
千
代
田
尻
神

都
内
在
住
、
在
動
、
在
学
者
申
込
保
町
区
民
陣
(
地
・
神
間
町
駅
5

み
往
復
は
が
さ
て
は
口
凶
問
団
有
分
)
記
意
講
嗣
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ

前
問
合
せ
東
京
主
性
財
団
・
公
ン
の
現
状
ぞ
語
る
」
他
国
五
間
他

開
講
陣
担
当
面
ω
・
5
4
6
7
・
l

簡

9
8
0

.
担
送
、
私
の
晴
告
は

-
曲
軍
法
フ
Z
ス
テ
ィ
パ
ル
i
ア
M
H
川
口
時
却
ハ
刀
ド
l
ン
せ
ン

ジ
ア
の
中
白
日
本
国
憲
法
タ
l
(
京
阪
、
地
・
天
満
幅
駅
5

n口
ω
日
時
九
段
会
館
講
間
分
)
ゲ
ス
ト
井
上
函
代
醐
円

・
ト
l
ク
永
六
輔
、
朴
直
雨
、
マ
申
込
み
m
H
同
ま
で
主
催

ル
セ
太
郎
、
山
京
中
国
敵
問
書
加
川
笹
山
札
の
結
腸
と
曹
進
歩
』
考
え
る
A
世

帯
前
売
2
0
0
0
問
、
当
日
3
0
間
合
せ
ι

翠
凪
市
商
屈
曲
ω
・
3

0
0
円
(
チ
ケ
ッ
ト
び
晶
、
チ
ケ
ッ
3
0
0
・
3
6
8
8
、
聞
西
事
情
H

ト
む
ゾ
ン
、
都
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で

四
0
3
0
・
8
4
7
・
6
1
9
0

尭
売
)
主
催
問
実
行
苦
虫
歯

ω
目

5
6
8
9
6
3
7
7

-
軍
聾
に
‘
い
ま
伺
が
起
こ
っ
て
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香
港
、
中
国
の
合
作
製
作
、

台
湾
の
俳
優
の
ト
〈
挙
出
演
に
よ

ま

る

南

京
大
虐
殺
を
門
最
と
し
た

一
劃
劇
映
画
「
南
京
1
9
3
7」
が

一
川
五
月
一
百
か
ら
中
野
武
蔵
野
ホ

一愛

l
ル
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
中
(
六

Z
L
月
五
日
ま
で
の
予
定
)
で
、
話

一
早
可
題
を
ま
い
て
い
る
。

一
子
な
虐
殺
の
模
様
歩
リ
ア
ル
に
描

一
恵
ら
、
て
い
る
が
、
単
な
る
事
件
の

一
理
わ
し

“
事
宜
変
告
発
の
ド
ラ
マ
で
は
な
く
、
事

〆

と

も
件
を
背
景
に
、
中
国
人
医
師
成

ノ

莞
慣
と
日
本
人
の
委
理
恵
子
、
小

嶋
伽
学
校
の
教
師
と
恋
人
、
南
京
の

賢
禍
旧
家
の

一
族
の
三
つ
の
家
族
の

成
惨

愛
を
、
特
に
理
恵
子
の
家
族
を

軸
に
、

美
し
く
描
い
て
い
る
。

製
作
の
呉
字
森
(
ジ
ョ
ン
・

ウ
l
)
は
香
港
映
画
の
新
し
い

ジ
ャ
ン
ル
"
香
港
ノ
ワ
l
ル“

い
て
い
る
と
身
体
の
不
自
由
を
ん
が
考
え
出
し
た
も
の
だ
が
、
と
思
い
ま
す
」
と
。

忘
れ
る
」
と
い
う
。
八
十
七
歳
高
齢
女
性
の
生
き
甲
斐
な
ど
考
こ
の
後
、
新
潟
、
岐
阜
、
岩

の
二
国
ノ
イ
さ
ん
(
新
潟
)
は
え
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
手
、
長
野
、
北
海
道
な
ど
で
も

足
が
悪
く
な
り
絵
の
具
を
と
く
が
、
八
十
代
の
女
性
た
ち
は

H

生
展
示
さ
れ
る
予
定
。
問
い
合
わ

水
炉
取
り
に
い
く
の
が
辛
く
て
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ぶ
つ
け
せ
キ
ミ
コ

・
プ
ラ
ン

・
ド
ゥ

ク
レ
ヨ
ン
に
変
え
た
。
が
、
画
て
u

毎
日
描
い
て
い
る
。
「
九

回

ω・
3
4
6
7
・
3
6
5
7

面
は
以
前
よ
り
明
る
く
、
も
っ
三
年
の
展
覧
会
の
と
き
、
五
年

と
楽
し
げ
に
な
っ
て
い
る
。
初
後
に
ま
た
展
覧
会
を
開
け
る
な

参
加
の
江
藤
五
葉
さ
ん
(
広
ど
考
え
も
し
な
か
っ
た
。
描
く

晶
、
~
歳
)
は
あ
ま
っ
て
切
り
こ
と
で
若
返
っ
て
い
く
み
た

取
っ
た
紙
が
も
っ
た
い
な
い
と
い
」
「
老
人
が
楽
し
く
生
き
れ
ば

小
さ
な
さ
れ
っ
ぱ
し
に
も
絵
を
家
族
も
楽
し
い
。
年
を
と
っ
て

描
い
た
。
そ
れ
を
張
り
合
わ
せ
も
出
来
る
!
と
勇
気
が
出
る
」

る
と
見
事
な
絵
の
η

パ
ッ
チ
ワ
と
松
本
さ
ん
は
い
う
。

ー
ク
u

に

な

っ

た

。

そ

し

て

地

域

も

変

わ

る

。

赤
、
青
、
黄
の
三
原
色
と
白
「
昔
、
人
が
よ
れ
ば
他
人
の
悪

の
絵
の
具
だ
け
を
つ
か
い
輪
郭
口
や
嫁
の
グ
チ
だ
っ
た
。
い
ま

を
か
か
な
い
、
画
用
紙
に
入
ら
絵
を
み
な
が
ら
楽
し
い
こ
と
ば

な
く
な
れ
ば
継
ぎ
足
し
、
紙
が
か
り
話
す
よ
う
に
な
っ
た
」
。

あ
ま
れ
ば
切
る
と
い
う
キ
ミ
コ
「
感
受
性
は
年
を
と
れ
ば
衰

方
式
は
、
絵
が
苦
手
な
子
ど
も
え
る
な
ん
て
ウ
ソ
で
す
ね
。
年

た
ち
の
た
め
に
松
本
キ
ミ
子
さ
伊
量
一
ね
る
ζ
と
で
盟
か
に
な
る

事
実
を
認
め
真
の
和
解
を

1998年 5月 10日〈日曜日〉

中
国
、
香
港
、
台
湾
の
共
同
製
作

明ーァ

~ 
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，80歳の母が絵を描いた展

~あれから 5年」開催

-・・・・圃困'1主主主主

握
っ
た
ζ
と
も
な
い
八
十
歳
代

の
女
性
四
人
が
キ
ミ
コ
方
式
で

描
い
た
絵
の
展
覧
会
を
開
い

た
。
そ
れ
か
ら
五
年
、
四
人
は

元
気
に
描
き
つ
づ
け
て
お
り
、

新
た
に
八
十
代
の
女
性
二
人
を

加
え
、
六
人
展
と
な
っ
た
。

四
人
の
創
作
意
徴
は
衰
え
な

い
。
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
動
か
ぬ

手
に
絵
筆
を
く
く
り
つ
け
描
き

は
じ
め
た
八
十
六
歳
の
井
上
字

能
さ
ん
(
奈
良
)
は
「
絵
を
描

場
し
て
い
ま
す
が
、

5
1
6月

は
天
然
物
が
出
回
る
時
期
で

す
。
漁
獲
量
も
多
く
、
う
ま
味

も
増
し
て
い
る
の
で
旬
の
味
を

是
非
味
わ
い
た
い
も
の
で
す
。

ア
ジ
は
、
栄
養
の
面
か
ら
毘
て

も
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
蛋
白
質

や
ピ
ヌ
ミ
ン
B
l、
B
2ゃ、

砂268‘

(第3種郵便物認可)

「
昧
が
よ
い
」
か
ら
ア

ジ
。
一
年
中
家
庭
の
食
卓
に
登

ヨ
ヂ
《
~f-tjzhrJ多
ま
ど

Jfrb.7jjヂ

a
i
s

勾

ジ
VFF

山
よ
1判
官

H
4

2

と

BEL-
-Hi-

-

，

N

山

M

VJJJ

‘J
K
J

，

を
確
立
、
「
男
た
ち
の
挽
歌
」

二
部
作
で
名
声
を
不
動
に
し
、

最
近
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
進
出
し

て
い
る
。
こ
の
映
画
で
は
三
千

万
元
を
か
け
、
延
べ
十
万
人
の

出
演
者
で
日
本
軍
の
南
京
攻
撃

と
そ
の
あ
と
の
悲
劇
を
描
い
て

い
る
。監

督
の
呉
7r牛
は
中
国
四
川

省
生
ま
れ
。
文
革
後
再
開
し
た

北
京
電
影
学
院
監
督
科
に
入

学
、
八
三
年
監
督
デ
ビ
ュ
ー
。

「
最
後
の
冬
」
(
鉛
)
で
ベ
ル
リ

ン
映
岡
祭
銀
熊
口
受
口
を
受
け

注
目
を
あ
び
て
い
る
。

出
演
は
ほ
と
ん
ど
台
湾
の
俳

優
で
、
巾
国
人
医
師
に
秦
漢
、

小
学
校
教
師
に
劉
若
英
と
台
潤

映
画
界
の
ト
ッ
ア
ス
タ
ー
が
出

演
し
て
い
る
。
こ
れ
に
理
恵
子

役
で
弔
乙
女
愛
、
日
本
軍
総
司

令
官

・
松
井
石
般
に
久
保
恵
三

郎
が
出
演
、
四
か
国
(
地
域
)

大
合
同
の
映
画
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
人
が
み
る
と
、
日
本

人
兵
士
の
日
本
語
が
少
し
な
ま

そ
の
他
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
合
ん

で
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
小

あ
じ
の
南
蛮
泊
け
は
、
あ
じ
を

丸
と
と
食
べ
ら
れ
ま
す
。
使
う

ス
パ
イ
ス
は
唐
辛
子
。
輪
切
り

に
す
る
の
が
ち
ょ
っ
と
面
倒
で

す
が
、
カ
ッ
ト
し
て
あ
る
も
の

も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
便
利

J
J
J
14イ
イ

γ

第 1195雪

っ
て
い
た
り
、
兵
士
の
装
備
な

ど
に
多
少
違
和
感
が
あ
っ
た
り

す
る
の
で
、

H

ケ
チ
“
を
つ
け

る
人
々
も
出
て
く
る
だ
ろ
う

が
、
中
国
本
土
、
南
京
の
人
だ

け
で
な
く
、
香
港
、
台
湾
の

人
々
が
、
協
同
し
て
、
こ
れ
だ

け
熱
く
映
画
を
作
り
上
げ
た
こ

と
の
意
味
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ

旨つ。
虐
殺
、
強
姦
の
場
は
、
日
本

人
に
と
っ
て
は
見
る
に
耐
え
な

い
場
面
も
あ
る
が
、
告
発
だ
け

で
な
く
、
人
聞
の
愛
を
術
い
て

い
る
と
こ
ろ
が
救
い
だ
。
製
作

の
ジ
ヲ
ン
・
ウ
l
の
「
戦
争
、

こ
の
鼠
か
な
行
為
を
私
た
ち
は

絶
対
に
否
定
す
る
。
乙
の
作
品

で
過
去
を
葬
り
、
ア
ジ
ア
の
中

国
と
日
本
は
、
手
を
取
り
合
っ

て
世
界
中
の
戦
争
を
拒
否
し
よ

う
で
は
な
い
か
」
、
監
督
の
呉
子

牛
の
「
ζ
れ
は
民
族
の
恨
み
を

円
)
が
持
ち
ポ
イ
ン
ト
(

4

一年

間
有
効
)
で
こ
の
範
聞
で
メ
ニ

ュ
ー
を
澗
化
で
き
る
。
新
い
人

も
管
理
職
も
ポ
イ
ン
ト
は
同

じ
。
メ
ニ
ュ
ー
は
借
り
上
げ
住

宅
の
補
助
、
託
児
施
設
利
用

代
、
ベ
ビ
l
シ
ッ
タ
l
利
用
補

助
、
医
療
技
補
助
、
住
宅
介
護

補
助
等
々
だ
が
、
独
身
で
自
宅

か
ら
通
っ
て
い
る
人
に
は
利
用

で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
が
少
な
い
と

い
・
つ
苦
情
も
出
て
、
財
形
補
助

と
か
持
ち
株
奨
励
金
等
も
メ
ニ

ュ
ー
に
加
え
た
、
山
つ
初
の
十
二

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
現
在
一

4

十
二
一
メ

ニ
ュ
ー
に
増
え
て
い
る
。

な
ぜ
九
十
二
ポ
イ
ン
ト
と
い

う
数
字
が
出
た
か
疑
問
だ
っ
た

が
、
同
社
に
は
前
か
ら
借
り
上

げ
社
宅
に
入
っ
て
い
る
人
へ
の

補
助
制
度
が
あ
り
、
自
宅
通
勤

者
な
ど
に
不
公
平
感
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
使
っ
て
い
た
金
十

二
億
円
を
そ
の
ま
ま
プ
ラ
ン
の

原
資
と
し
、
社
員
数
で
割
る
と

九
万
二
千
円
に
な
っ
た
と
い

う
。
な
お
ほ
か
に
ベ
ネ
ッ
セ
関

連
企
業
全
部
で
や
っ
て
い
る
慶

弔
給
付
金
と
厚
生
年
金
第
二
加

算
が
あ
り
、
こ
れ
は
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
プ
ラ
ン
と
関
係
な
く
支
給

さ
れ
る
。

な
お
プ
ラ
ン
の
適
用
は
正
社

員
の
み
。
補
助
職
の
準
社
員
は

プ
ラ
ン
の
適
用
を
受
け
な
い
と

い・フ。

い
て
い
る
。
著
者
は
矯
風
会
員
れ
る
。
そ
し
て
‘
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
も
描
く
。
正
確
に
描
い
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
の
純

で
は
な
い
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
矯
風
会
を
知
っ
て
か
ら
の
成
い
る
ζ
と
に
好
感
が
も
て
る
。
潔
主
義
で
で
き
る
こ
と
で
は
な

で
、
女
性
の
人
権
の
た
め
に
闘
長
、
命
が
け
の
週
覇
。
女
性
運
矯
風
会
な
ど
の
廃
娼
連
覇
を
い
。
男
が
妾
を
も
つ
の
は
甲
斐

っ
た
椙
子
の
強
い
意
思
と
情
熱
動
の
先
達
と
し
て
頭
が
下
が
る

n
差
別
観
に
み
ち
た
純
潔
主

性

、
性
を
金
で
買
う
の
は
当
た

に
魅
せ
ら
れ
て
書
く
こ
と
を
決
ば
か
り
で
あ
る
。
義
“
な
ど
と
見
る
説
も
出
て
い
り
前
と
い
う
の
が
常
識
の
時
代

意
し
た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
熱
作
者
は
w
魅
せ
ら
れ
て
“
い
る
が
、
国
の
施
策
も
援
助
も
全
に
、
こ
れ
だ
け
の
仕
事
を
な
し

い
思
い
が
行
聞
に
満
ち
て
い
な
が
ら
も
冷
静
に
、
矛
盾
に
み
く
な
い
時
代
に
、
自
ら
金
を
稼
と
げ
た
大
先
輩
の
女
性
た
ち
に

る

。

ち

た

椙

子

の

姿

1

秘
密
に
生
ん
ぎ
、
募
金
を
集
め
な
が
ら
廃
業
頭
が
下
が
る
。
(
枝
)
(
日
本
基
督

夫
の
酒
乱
の
た
め
離
婚
、
子
だ
子
ど
も
の
ζ
と
、
皇
室
崇
拝
し
た
娼
婦
の
救
済
活
動
を
行
っ
教
団
出
版
局
本
体
二
千
円
)

を
里
子
に
だ
し
、
郷
里
を
あ
と
主
I
t
Z
4
f
r
i
I
t
-
I
t
-
-
t
4
I
p
z
j
F
4
1
J
F
L
i
r
t
z
i
I
t
4

に

し

て

四

十

寵

に

し

て

勉

強

を

初

日

同

i
M口
同
新
宿
区

し

な

お

し

教

師

に

な

る

。

現

代

立

区

周

キ

ャ

一

フ

リ

!

日

名

の

で

も

尋

常

で

は

な

い

意

思

、

強

死

刑

囚

(

う

ち

l
人
は
す
で
に

い
生
き
方
だ
が
、
こ

れ

が

明

治

死

刑

執

行

)

に

よ

っ

て

描

か

れ

初

期

の

話

だ

か

ら

感

服

さ

せ

ら

た

川

点

の

絵

画

。

絵

画

に

凝

縮

さ
れ
た
彼
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

ふ
れ
て
、
「
い
の
ち
」
と
は
、

「
人
間
」
と
は
何
か
を
見
つ
め

直
す
機
会
に
し
て
は
?
問
合

せ
同
展
望
泉
実
行
委
会
面

ω

.
q
d口
6
n
H
υ
a
q
・

可
t
内

J
ワ
u
q
d

V
「
力
イ
コ
の
道
具
展
と
シ

ル
ク
フ

ヱ
ア
mm」

M
日
同
ま
で
シ
ル
ク
博
物

館
(
横
浜
市
山
下
町
)
カ
イ

コ
の
飼
育
や
糸
繰
り
に
使
用
し

た
道
具
約
切
点
な
ど
。

V
平
和
教
育
の
再
認
識
と
歴

史
の
真
相
を
探
求
1
中
島
飛
行

機
地
下
秘
密
工
場
と
謎
の
旧
陸

軍
岩
島
火
薬
製
造
見
学

羽
田
国
1
白
日
同
群
馬
県

月
夜
野
に
現
存
す
る
中
島
飛
行

機
・
小
泉
製
作
所
地
下
工
場
の

見
学
と
掘
削
工
事
に
携
わ
っ
た

李
万
忠
さ
ん
の
証
言
を
聞
く
。

猿
ヶ
京
温
泉
泊
ま
り
。
旅
行
費

用
2
万
6
千
円
締
切
り
・
:
お

日
間
申
し
込
み

・
詳
し
く
は

:
・
テ
ク
ノ
旅
行
開
発
岡
田

ω・

3
3
4
6
・
2
5
5
5、
四
回

-
q
u
q
u
A
q
P
0

・っ
'r
U
F
O
R
U

抱
く
も
の
で
は
な
い
。
愛
が
な

け
内
は
遠
か
り
ず
地
球
は
滅
び

て
し
ま
う
」
と
い
う
言
葉
か
ら

も
、
ド
明
中
uK9
き
ち
ん
と
認
め
る

こ
と
か
ら
、
真
の
和
解
が
始
ま

る
と
い
う
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
る
。

こ
の
映
画
は
一
九
九
五
年
完

成
、
中
国
で
公
開
(
題
名
「
南

京
大
屠
殺
」
)
大
反
響
。
九
六
年

香
港
、
台
湾
で
公
開
大
ヒ
ッ
ト

(
題
名
「
南
京
1
9
3
7」
英

語
題
「
D
O
N，
T
C
R
Y

N
A
N
K
I
N
G」
)
。
こ
れ

を
伝
え
聞
い
た
日
本
の
平
利
や

歴
史
を
考
え
る
市
民
団
体
の
メ

ン
バ
ー
十
五
人
が
金
を
出
し
合

い
上
映
権
取
得
。
昨
年
ト
一
月

名
古
屋
で
上
映
し
た
の
を
皮
切

り
に
大
阪
、
広
島
、
岡
山
、
京

都
等
で
上
映
活
動
を
つ
づ
け
、

こ
の
五
月
二
日
か
ら
常
設
映
画

館
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
ま
で
こ
ぎ

つ
け
た
。

特
別
鑑
口
券
千
四
百
円
。
中

野
・
武
蔵
野
ホ
l
ル
四
回
・
3

q
u
R
U
Q
U

・q
d
q
u
n
U
T
I

中
野
・
武
蔵
野
ホ
ー
ル
で

な
の
で
お
試
し
下
さ
い
。

《小
あ
じ
の
南
蛮
漬
け
》

{
作
り
方
】

φ
小
あ
じ
は
ゼ
イ
ゴ
と
内

臓
、
エ
一
フ
を
取
り
、
よ
く
洗
っ

て
水
気
を
ふ
き
取
っ
て
か
ら
、

片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
、
余
分
な
粉

は
は
た
い
て
お
く
。

②
玉
ね
ぎ
を
ス
ラ
イ
ス
し
軽

く
水
に
さ
ら
し
、
に
ん
じ
ん
は

千
切
り
に
す
る
。

③
鍋
に
泊
け
汁
の
調
味
料
を

入
れ
煮
立
た
せ
た
ら
、
②
の
野

骨ごと食べ、てへんシーに

南
蛮
漬
け
は
、
唐
辛
子
を

使
っ
た
泊
物
の
こ
と
。
唐
辛

子
が
外
国
か
ら
日
本
に
渡
っ

て
き
た
の
で
乙
の
よ
う
に
名

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
唐
辛

子
は
、
室
町
時
代
末
期
、
鉄

砲
伝
来
の
前
年
一
五
四
二
年

に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ

て
長
崎
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
白
い
リ
ボ
ン
」

矢
嶋
揖
子
と
共
に
歩
む
人
た
ち

間
野
絢
子
著

;翁

日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風

会
初
代
会
頭

・
矢
嶋
揖
子
の
伝

記
。
矢
嶋
揖
子
の
一
生
を
矯
風

会
の
活
動
を
中
心
に
す
え
て
描

菜
と
輪
切
り
唐
辛
子
を
混
ぜ

る。
④
揚
げ
油
を
中
温
に
熱
し
、

ア
ジ
に
揚
げ
色
が
つ
い
た
ら
高

温
に
し
て
カ
一
フ
リ
と
揚
げ
る
。

審
器
に
③
の
半
量
を
し

き
、
揚
げ
た
ア
ジ
を
並
べ
、
残

り
を
の
せ
る
。
間
け
て
二
日
く

ら
い
た
っ
た
方
が
お
い
し
い
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
側

食
品
研
究
所
/
料
理
指
導
・
園

田
じ
口
子
)

唐
辛
子
は
、
強
い
刺
激
臭

が
あ
り
、
ス
パ
イ
ス
の
中
で

も
最
も
辛
く
感
じ
ま
す
。
種

子
自
体
に
は
全
く
辛
味
は
あ

カ
フ
ェ
テ
リ
ア

0

フ
ラ
ン
と
は
?

Q
-
-
テ
レ
ビ
で
ベ
ネ
ッ
セ
コ

ー
ポ
レ
l
シ
ョ
ン
の
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
プ
ラ
ン
の
こ
と
を
紹
介
し

て
い
ま
し
た
。
日
本
の
会
社
の

白
金
は
本
給
以
外
に
い
ろ
い
ろ

な
手
当
が
つ
い
て
い
る
の
が
普

通
で
す
が
、
男
性
だ
け
が
貰
え

る
手
当
が
多
く
女
性
に
不
利
。

ζ
の
制
度
は
男
女
差
も
な
く
平

等
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
っ

て
い
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
詐

し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
東
京
都
八
王
子
市
田
中
道

子
学
生
)

A---
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
l

シ
ョ
ン
、
進
研
ゼ
ミ
で
有
名
な

福
武
書
屈
の
新
し
い
名
で
あ

る
。
向
を
し
て
い
る
会
社
か
聞

い
て
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
い
名

前
だ
が
、
植
月
真
理
広
報
室
長

は
「
教
育
、
文
化
、
福
祉
β
面

で
幅
広
く
事
業
を
し
て
い
る
会

社
、
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て

頂
け
ま
す
か
」
と
説
明
し
て
く

れ
た
。カ

フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
は
社

名
を
変
更
し
た
九
五
年
に
導
入

し
た
。
こ
れ
は
元
々
は
ア
メ
リ

カ
の
企
業
の
聞
で
福
利
厚
生
自

負
担
の
抑
制
を
担
り
っ
て
八
0

年
代
に
急
速
に
ひ
ろ
ま
っ
た
シ

ス
テ
ム
。
「
日
本
で
は
厚
生
省

の
主
導
で
研
究
会
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
結
局
、
日
本
で
巌
初
に

導
入
し
た
の
が
ウ
チ
、
西
ぷ
が

つ
づ
き
、
そ
の
後
二
、
三
社
始

め
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
結

局
、
日
本
の
企
業
は
福
利
厚
生

の
各
種
手
当
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
新
制
度
を
導
入
す
る
と
社

員
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま
り
ト
八

き
い
と
い
う
の
で
踏
み
切
れ
な

い
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

私
の
と
こ
ろ
は
以
前
か
ら
こ
の

種
手
当
が
な
く
デ
メ
リ
ッ
ト
が

少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す」。同
社
は
社
名
変
更
と
同
時
に

人
事
体
制
も
す
っ
か
り
変
え

た
。
管
理
職
は
年
俸
制
。
社
員

は
定
期
昇
給
ベ
ア
廃
止
。
手
当

は
少
な
く
本
給
を
多
く
し
、
年

功
で
な
く
徹
底
実
力
主
義
、
業

績
評
価
主
義
で
、
入
社
三
年
も

た
つ
と
完
全
に
差
が
つ
く
と
い

う
。
同
社
は
E
社
員
千
三
百
三

十
四
人
中
、
女
性
七
百
一
一
十
四

人
と
い
う
女
性
が
多
い
会
社

(
全
員
総
合
職
)
。
男
交
差
別
は

な
い
が
、
男
女
共
に
厳
し
い
企

業
の
よ
う
だ
。
能
力
開
発
制
度

(
ポ
イ
ン
ト
制
)
、
移
動
希
望
自

己
印
告
制
度
な
ど
で
自
分
に
合

っ
た
部
門
で
働
け
る
仕
組
み
を

と
っ
て
い
る
と
い
う
。

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
も
、

こ
う
し
た
企
業
の
方
針
の
中
で

生
ま
れ
た
と
い
え
る
。
一
口
で

い
え
ば
、
福
利
厚
生
制
度
で
自

分
に
あ
っ
た
給
付
を
自
分
で
選

べ
る
シ
ス
テ
ム
。
一
人
年
間
九

十
二
ポ
イ
ン
ト
(
九
万
二
千

ア
メ
リ
カ
型
の
福
利
厚
生
制
度
、
給
付
内
容
を
自
分
で
選
べ
る

此
住
地
一定
嘉
義
握
障
権

5 

月

小 あ じ12尾 、片 栗粉 大さ じ 2、玉l

ねぎ(小) 1個、にんじん凶本、唐l
辛 子 ( 輪 切り)小さじ始、揚げ油適!

、漬け汁 [酢120cc、 砂 糖50g 、 i
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V
「
ア
ジ
ア
の
仮
面
展
」

1

仮
面
が
語
る
民
俗
学

目
白
川
内ま
で
水
曜
を
除
く
叩

時
i
m時

T
S
S東
京
ガ
ス

新
宿
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

7
カ
国

句
点
の
仮
面
を
、
そ
れ
に
ま
つ

わ
る
伝
説
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と

も
に
紹
介
入
場
無
料
問
合

せ
・
同
所
回

ω・
5
38
1
・

6
0
0
0
 

材 料 (4人分)

り
ま
せ
ん
。
細
か
く
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
刺
激
が
強
く
な

り
、
丸
と
と
使
え
ば
、
辛
味

は
一
番
弱
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
唐
辛
子
の
使
い

方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
粉
末
に

す
る
か
、
輪
切
り
に
す
る

か
、
丸
と
と
か
で
刺
激
が
異

な
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ

と
で
す
。

八
墨
僧
の
仮
面
(
韓
国
)

'vあ
な
た
を
守
る
方
法
教
え

ま
す
、
女
性
が
教
え
る
女
性
の

為
の
護
身
法

同
日
回
目
時
中
目
黒
ス
ク

エ
ア
9
F
ア
メ
リ
カ
で
開
発

さ
れ
た
謹
身
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

日
本
に
合
事
マ
ょ
う
ア
レ
ン
ジ

定
員
初
名
(
女
性
の
み
、
中
学

生
以
上
)
蜘
円
申
手
4
:
-

F
A
I
R
W
I
N
D
圃
&

回
目
・
3
4
6
8
・
8
4
8
0

V
「ナ
ム
ヌ
の
家
E
」
上
映

と
講
演
会

日
日
同
日
時
、
日
時
日
分

東
京
Y
W
C
A会
館
カ
フ
マ
ン

ホ
ー
ル
講
演
:
凶
時
加
分
の

み
問
映
画
監
督
の
ピ
ョ
ン

・
ヨ

ン
ジ
ュ
さ
ん

l
5
0
0円

問
合
せ
・
:
墓
泉
Y
W
C
A回

ω

・3
2
9
3
:
b
4
2
1

'v聖
な
る
大
地
の
儀
式
と
伝

統
初
日
岡
山
時
セ
シ
オ
ン
杉

並
(
地

・
東
高
円
寺
駅
6
分
)

レ
ッ
ド
ウ
ィ
ロ
l
・
ダ
ン
サ

ー
ズ
(
ネ
イ
テ
ィ
ブ

・
ア
メ
リ

カ
ン
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

・
グ

ル
ー
プ
)
同
時
開
催
・
ネ
イ

テ
ィ
ブ

・
ア
メ
リ
カ
ン
絵
画

展
、
写
真
展

2
0
0
0円

予
約

・
問
合
せ
・
杉
並
区
立
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
回

ω・
3
3

1
i司
t
-
n
b
n
b円
4
3
1

V
い
の
ち
の
絵
画
展
i
聴
こ

え
ま
す
か
、
死
刑
囚
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ

環境保全。
いま、東京ガスにできること。

半l;lフームのようになってしまった地球環境問題ですか、事態力、'深刻化していることもまた事実でもエネルキーの大量消費がもた勺す地球温暖化

それによる巨大台風、子l;lつ、生態系の変化といった事態は、確実に起こり得ることなのですすくに対応可能な方策は三つあると

東京ガスは考えていますーっは、よりクリーンなエネルキーの導入私たちは、化石燃料の中でC01や

SO，.NO，の発生量が最も少ない天然カスの導入を進めていますニつめは、よ町高効率な

エネルギーシステムの開発。例えば、県桜をまとめでつ〈旬、一定地場に供鎗する“地織冷暖房システム"ガスを燃料として電気をつ〈町、

その排熱で冷暖房や給湯を行う“コージェネレーション‘ンステム:コミ焼却黙や河川の排黙を利用しTこ“熟供給システム"

き句に、クリーンで極めて高効率の“燃料電池"も商品化に向けて取町組んでいます

そして、三つめ私たち一人一人が生，舌に密婚した問題として環境との調和を考えて行くことこれカ、一番重要で、一番の近道なのですね

東京ガスは“天然ガス"を推進しています二


